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二つの「成果」を求めて

　1995 年の阪神淡路大震災の後、ボランティア活動に多

くの市民が参加しました。藤沢市内の生徒が青春 18 切符

を持って仮設住宅へ通っていたことを昨日のように覚えて

いるのは私だけではないと思います。その生徒たちは 20

年後の今、30 歳代となり、NPO や市民活動の担い手とし

て多く活躍しています。2011 年の東日本大震災の際には、

その世代のワカモノが復旧や復興に携わり、今でも現地で

活躍しています。

　人は誰でも、助けてくださいといわれれば、助けたいと

思い、助けようとするのですが、助け方を学ぶ機会がなけ

ればそれも気持ちだけで終わってしまいます。内閣府の国

民意識調査（2014 年度）によれば、7 割近くの市民は社会

貢献活動に関して肯定的な意思を示していますが、実際に

活動している市民は、1 割に留まっています。社会貢献活

動に触れる機会は、近年明らかに増加しているものの、携

わる機会は多いとはいえません。特に、勉学を第一の使命

と捉えている生徒や学生に向けて、社会貢献活動が必要と

推し進める環境は決して整っている状況ではありません。

　一方、NPO 法の施行後、NPO 法人は約 5 万団体に、 法

人格を持たない団体はその 5 倍以上といわれ、藤沢市内で

も 1000 を超える市民活動団体が存在しています。そして、

その多くは 1980~1990 年代に活動を開始し、 活動に意欲

的な特定の市民を中心に実績を積み上げ、社会貢献活動を

継続している状況にあります。多くの市民を巻き込み活動

を進める必要のある市民活動団体は、今後、世代を問わず

人を巻き込み育成するスキルを持つことは必須です。しか

し、人の巻き込み方を学ぶ機会は少なく、割く時間も限ら

れています。

　本プログラムはそのような背景から、高校生を含むワカ

モノが、できるだけ早い時期に社会貢献活動に触れ、活動

に参加し、未来をつくるための要素の一つとして記憶に残

していただくことと、社会貢献活動の要である既存の市民

活動団体の人を巻きこむチカラの醸成の二つを目指してい

ます。

　2014 年 度、19 名 の ワ カ モ ノ が 12 団 体 に イ ン タ ー ン と

して関わり、様々な体験を通して羽ばたいて行きました。

本報告書はワカモノと市民活動団体が一体となって活動し

た様子を双方から原稿をいただき、編集したものです。最

近になって、日本人の社会的活動意欲は低下してきている

との調査報告（国際比較調査グループ ISSP）もありますが、

本報告書を通じて、19 名のワカモノの体験と市民活動団体

のスキルアップに繋がる事実が伝わり、今後への期待が関

係者のみならず社会全体へ広がることを祈念しています。

認定特定非営利活動法人　藤沢市市民活動推進連絡会

理事・事務局長
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事業概要

　 高 校 生・ 大 学 生・ 専 門 学 生・ 大 学 院 生 か ら イ ン タ ー ン 生 を 募 集 し、 約 7 ヶ 月 間 継 続 的 に 責 任 を 持 っ て NPO の 活 動

に参加するインターン生に対し、200 時間を上限に活動奨励金を助成します。 また、 受入 NPO に対してインターン生

と同額の受入奨励金を助成します。この経験を通じて、将来地域で行う公益的市民活動を担う人材が育成されること、

そして地域の NPO における組織基盤の強化が進むことを期待しています。

　プログラムの特徴として、 高校生の参加と、 団体への受入奨励金制度があります。 若者が将来や進路について考え

る時期に市民活動を 「経験する」 と 「経験しない」 では後々の選択の幅に大きな違いがあり、 社会人になった後の市

民 活 動 へ の 関 心 や 地 域 づ く り に も 大 き く 影 響 し ま す。 そ こ で、 将 来 へ の 種 ま き は 早 い 時 期 に 行 う 必 要 が あ る と 考 え、

本プログラムでは高校生をインターン参加対象に含めています。

　 ま た、 若 者 と NPO を つ な ぐ た め に は、 団 体 側 で コ ー デ ィ ネ ー ト を 行 う 人 材 が 必 要 で す。 イ ン タ ー ン 生 受 け 入 れ に

より、 必要なコーディネーターが育成されることで組織基盤の強化が期待できますが、 受け入れに要した団体負担の

対価として、 インターン生の活動奨励金と同額を団体へ助成します。

　本プログラムは、 社会貢献活動をできるだけ早い時期に体験し、 市民としての役割を認識すると共に、 社会生活を

送る上での一つのテーマとして生涯にわたり積極的に社会貢献活動に取り組む市民を育成することを目的に以下の

3 点を柱に実施します。

将 来、 社 会 的 問 題 や 地 域 課 題 の 解 決 を

進 め る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動、 市 民 活 動、

NPO 活 動 な ど の公益的な市民活動を

担う人材が育成されること

　 若 者 が 将 来 や 進 路 に つ い て 考 え る 時 期 に 市 民 活 動 を 「経

験 す る」 と 「経 験 し な い」 で は 後 々 の 選 択 の 幅 に 大 き な 違

い が あ り、 社 会 人 に な っ た 後 の 市 民 活 動 へ の 関 心 や 地 域 づ

く り に も 大 き く 影 響 し ま す。 そ こ で、 将 来 へ の 種 ま き は 早

い 時 期 に 行 う 必 要 が あ る と 考 え、 本 プ ロ グ ラ ム で は 高 校 生

を イ ン タ ー ン 参 加 対 象 に 含 め て い ま す。

　 若 者 と NPO を つ な ぐ た め に は、 ま ず 団 体 側 で コ ー デ ィ

ネ ー ト を 行 う 人 材 が 必 要 で す。 イ ン タ ー ン 生 受 け 入 れ に よ

り、 受 け 入 れ の 際 に 必 要 な コ ー デ ィ ネ ー タ ー が 育 成 さ れ る

こ と で 組 織 基 盤 の 強 化 が 期 待 で き ま す が、 受 入 に 要 し た 団

体 負 担 の 対 価 と し て、 イ ン タ ー ン 生 の 活 動 奨 励 金 と 同 額 を

団 体 へ 助 成 し ま す。

・ 市 民 活 動 に 積 極 的 に 参 加 す る よ う

な、 こ れ か ら の 社 会 を 担 う 社 会 人 を 育

成 し ま す。

・ 企 業 と は 違 う 非 営 利 セ ク タ ー の 現 状

に 目 を 向 け る こ と で 視 野 を 広 げ ま す。

・NPO 等 の 自 立 化 を 支 援 し ま す。

・NPO 等 の マ ネ ジ メ ン ト 能 力 を 高 め、

ボ ラ ン テ ィ ア コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン 力 の

向 上 を 進 め ま す。

・ 他 地 区 で の プ ロ グ ラ ム 実 施 の 参 考 資

料 と し て、 プ ロ グ ラ ム 実 施 報 告 書 を 作

成 し ま す。

ボ ラ ン テ ィ ア、 市 民 活 動、NPO な ど の

公 益 的 な市民活動における組織基盤の

強化が進むこと

本 プ ロ グ ラ ム を 他 地 区 に お け る NPO

等 の中間支援組織での展開に活かすこ

と

概要

目的

2 つの特徴

人材の育成

高校生の参加 受入団体への奨励金制度

組織基盤の強化 プログラムの展開
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事業概要

期待される波及効果

数字で見る「ワカモノ× NPO」

ステークホルダー 効果など

インターン生

（高校生・大学生・専門学生・大学院生）

・視野を広げ、インターン生自身の住む地域に目を向けることができる。

・市民活動へ積極的に参加するシティズンシップが身につく。

・地域の公益的市民活動が担う役割を理解することができる。

・インターン期間に設定した目標や得られた成果により達成感や自信をつけることができる。

・インターン生の自立を促す。

・将来の様々な分野での活動に役に立つ人脈を作ることができる。

受入団体

・既存のメンバーがインターン生の研修等に携わることによって、受入担当者（コーディネーター）  

   としての経験を積むことができる。

・インターン受け入れ時に発生する負担を受入奨励金により軽減することができる。

・インターン生が団体の社会的使命に共感し、新規メンバー・会員の獲得に結びつく可能性がある。

・本プログラムに参加することにより団体の PR を行うことができる。

・外からメンバーが入ることにより、斬新な意見や新たな視点を団体の活動に取り入れることができ、

  組織の活性化につながる。

実施地域

（藤沢市、湘南地区）

・地域でボランティア活動に参加する若者が増え、市民活動が促進する。

・プログラム実施により、地域の学校と情報交換や共有を行い、連携強化を図ることができる。

・本プログラムを参考に、ワカモノが市民活動に参加しやすい仕組みづくりを構築することができる。

中間支援組織

※ NPO 等、市民活動団体の運営又は活動に関す
る連絡、助言又は援助の活動を行う団体です。

・スタッフのコーディネーション能力を向上することができる。

・地域で活動する NPO の活動状況をより一層把握することができる。

・本プログラムを参考に、地域独自のプログラムを作成することができる。

・地域の若者へのアプローチができ、プログラム以外の企画でも協力関係が築ける。

公益財団法人

トヨタ財団

・市民活動に携わる若者を増やし、日本の将来において、視野の広い社会人育成に貢献することが

   できる。

・「高校生を対象に含んだインターンシッププログラム」という、他団体が実施していない取り組み

   を拡げることができる。

・公益財団法人トヨタ財団の設立趣旨や活動内容を全国に周知することができる。

・本プログラムをきっかけとして、全国の中間支援組織との関係が密接となり、今後の事業発展に

   つなぐことができる。

　「ワ カ モ ノ × NPO」 と 銘 打 ち、 長 期 の イ ン タ ー ン シ ッ プ 事 業 と し て、2014 年 5 月 か ら 始 ま っ た 当 プ ロ グ ラ ム の 数 字

から見た概要です。 エントリーは 21 団体、 学生は 26 名でした。 マッチング成立は 14 団体、 学生数 23 名で活動を開

始しました。 途中に諸事情で、辞退者もあり、12 団体、学生 19 名で終了いたしました。 学生の内訳は、高校生 1 名、

大 学 生 18 名。 学 業 と の 両 立 に 苦 労 し な が ら の 団 体 活 動 と、 事 務 局 開 催 の 定 例 会 ほ か の イ ベ ン ト で も、 ス ケ ジ ュ ー ル

の調整をしながら、 中間報告会、 成果発表会まで走りきりました。 成果発表会では、 学生自らの企画・運営で進行ま

でこなして、 達成感・充実感を存分に味わえるプログラムとなりました。
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事業内容

オリエンテーション

受入団体座談会

中間報告会

第 3 回インターン定例会

第 1 回インターン定例会

第 2 回インターン定例会

研修・相談会

成果発表会

開催日：2014 年 7 月 19 日 （土）　参加者：20 名

　 イ ン タ ー ン シ ッ プ の 意 義、 自 分 の 目 標 は 何 か を 考 え、

本事業の理解を深めるための機会としました。 アドバイ

ザ ー の 古 田 氏 よ り 活 動 の 心 構 え、 藤 沢 市 市 民 活 動 セ ン

ターの宮本氏より留意点の講義後、 自己紹介を行いまし

た。 最初はやや緊張した様子でしたが、 ワークショップ

を通して除々に打ち解けていきました。

開催日：2014 年 8 月 30 日 （土）　参加者：21 名

　活動開始から約 1 ヶ月の時点での気づきや感想を共有

しました。 今後の活動に対するモチベーションを高める

ためのワークショップを実施しました。 自分から声をか

ける、 相手の話に質問をする等、 積極的に取り組んでい

ました。 お互いの活動に興味が湧き、 定例会終了後もセ

ンター内で話をしている姿もみられました。

開催日：2014 年 9 月 27 日 （土）　参加者：11 名

　第 1 回インターン定例会と同じテーマで話し合いを進

めました。 団体側の意見から、 活動日程と学業との調整

が思った以上に難しいことがわかりました。 役割分担で

他のボランティアとの違いを出すコーディネート等、 受

け入れ側の体制の強化ができたところもありました。

開催日：2014 年 11 月 8 日 （土）　参加者：33 名

　古田氏の進行のもと活動内容や受入団体の特徴につい

て自分の言葉での発表を行いました。 自分の発表後に次

の発表者へコメントする形式で、 お互いの活動をよりよ

く知る機会となりました。 また、 各団体の担当者やトヨ

タ財団の方を前に、 インターン生たちはいつもより緊張

していた様子ではありましたが、 一人ひとりの発表する

姿からは団体の一員としての頼もしさが出てきました。

開催日：2015 年 1 月 24 日 （土）　参加者：19 名

　成果発表会の企画・運営・進行などをインターン生自

身でやることになり、 今後のスケジュールや役割分担な

どの話し合いの結果、 ネットワークのさらなる拡大を目

指して、 発表会後に 「交流会」 を開催することになりま

した。 会場の下見などの日程も決めて、 いよいよ具体的

なイメージを固めていきました。

開催日：2014 年 10 月 11 日 （土）　参加者：15 名

　各々の団体の活動を、 分かり易く、 自分自身の言葉で

伝えるワークショップをやりました。 言葉を選びながら

の発表では聞くだけではなく、 質問やアドバイスなど団

体の一員としての顔になっていました。

開催日：2014 年 12 月 26 日 （金）　参加者：14 名

　成果発表会のテーマを「団体の紹介」に統一しました。

プロモーション用の動画やパワーポイント作成に向けた

研修と相談会を実施しました。 湘南市民メディアネット

ワークの中野さんと湘南ふじさわシニアネットの戸島さ

んからの講義後に作成スケジュールや準備物など具体的

な シ ー ト 書 き 込 み を 実 施 し ま し た。1 月 中 に は、 発 表 方

法を決定した上で、 相談日を設定しました。

開催日：2015 年 2 月 21 日 （土）　参加者：63 名

　 一 般 の 方 も 含 め、 多 数 の 方 に ご 参 加 い た だ き ま し た。

団体ごとに各々力作でのプレゼンテーションとなり、 進

行 も ス ム ー ズ で し た。7 ヶ 月 と い う 長 丁 場 で の 活 動 に、

現場である各団体でのポジションやインターン生間の横

のつながりもしっかりできたようで、 活動終了後も関わ

りたいという嬉しい感想も聞けました。
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事業の流れ

5 月 上 旬 〜 6 月 上 旬 　 受 入 団 体 の 募 集 開 始

30 日 （土）13:30 ～ 16:00　 第 1 回 イ ン タ ー ン 定 例 会

27 日 ( 土 ) 13:30 ～ 16:00　 受 入 団 体 座 談 会

各 校 へ の 広 報 活 動 等

6 月 上 旬 ～ 7 月 上 旬 　 イ ン タ ー ン 生 募 集 開 始

4 日 （水）18:30 ～ 20:30　 受 入 団 体 へ の 事 前 説 明 会

20 日 （金）　 受 入 団 体 申 し 込 み 締 切

25 日 （水）17:30 ～ 19:00　 第 1 回 学 生 説 明 会

29 日 （日）10:00 ～ 11:30　 第 2 回 学 生 説 明 会

4 日 （金）　 イ ン タ ー ン 生 募 集 締 切 （第 1 次）

10 日 （木） 　 イ ン タ ー ン 生 募 集 締 切 （第 2 次）

19 日 （土）10:30 ～ 12:00　 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

各 受 入 団 体 に て 活 動 開 始

２０１４

５月

８月

６月

９月

７月
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8 日 （土）13:30 ～ 16:00　 中 間 報 告 会

11 日 （土） 13:30 ～ 16:00　 　  　 　 　          

第 2 回 イ ン タ ー ン 定 例 会

26 日 （金）13:30 ～ 16:00　 研 修 ・ 相 談 会

15 日 （日） 成 果 発 表 会 会 場 下 見 ・ 打 ち 合 わ せ

19 日 （木） 成 果 発 表 会 事 前 準 備

　 　 　 　 　 　 　    21 日 （土）13:30 ～ 18:00

　 　 　 　 　 成 果 発 表 会 ・ 交 流 会

24 日 （土）13:30 ～ 16:00　 　 　   　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 3 回 イ ン タ ー ン 定 例 会

　 　 　 　 　 イ ン タ ー ン 活 動 期 間 終 了

２０１５

10月

11 月

12 月

１月

２月

３月
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「一員」になることで生まれるもの

プログラム・アドバイザー

（筑波大学大学院人間総合科学研究科博士後期課程）

古田　雄一

　「NPO へのインターンシップ」とは、一体どのようなもの

で し ょ う か。 例 え ば、 よ く あ る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 と「NPO

インターンシップ」は、何が違うのでしょうか。これは、イ

ンターン生のオリエンテーションで、私が皆さんに投げ掛け

た問いでした。

　そのときお話しした私なりの答えの一つが、団体の「お客

さん」や「お手伝い」ではなく、団体の「一員」になるとい

うことでした。つまり、インターン生は、団体の方々と一緒

に問題を考え、動くことが期待されるのです。

　団体の「一員」になることで、当然責任も発生します。イ

ンターン生の皆さんも、きっとプレッシャーを感じたでしょ

うし、インターン生を受け入れる側の方々も、ときに「どこ

まで任せて良いのだろうか」と迷いや葛藤に直面したことも

あったかもしれません。

　しかし、そうした「任せる－任される」「期待する－期待

される」という関係を通してこそ生まれるものが数多くある

ということを、このプログラムは教えてくれたように思いま

す。例えば、受け入れ団体の方々の話を伺うと、インターン

生に「思い切って任せてみる」ことで、若者の新鮮なアイディ

アを活かした新たな取り組みや工夫が生まれたようでした。

　また、インターン生の皆さんに自身の変化を訊ねると、普

段は出会えない大人との出会い、団体が取り組む社会的課題

への関心の高まり、様々なスキルの習得…という具合に幅広

い答えが返ってきましたが、これらはいずれも、団体の一員

として活動したからこそ得られたものだと思います。とりわ

け私が大切だと感じたのは、 インターン生の皆さんから伝

わってくる「自信」でした。責任と期待を伴う役割を担って

活動し、その努力が周りの人たちから認められていく。その

ような厳しくも温かい関係の中で育まれる、「自分も地域や

社会の力になれる」という自信は、将来の地域や社会の担い

手としての大切な支えとなることでしょう。

　今年度は 1 年目ということで課題もありますが、インター

ン参加者にとっても、受け入れ団体にとっても、そしてこの

プログラムに関わる方々にとっても、 大変有意義な試みで

あったと思います。今回の「手応え」を大事にしながら、是

非さらに良いプログラムへと発展していくことを願っていま

す。最後になりますが、このようなプログラムをともに作っ

ていく「一員」に加えていただけたことに、深く感謝いたし

ます。

古田　雄一 ( ふるた・ゆういち )

筑波大学大学院でシティズンシップ教育の研究に従事する傍ら、高校生の

地域・社会参画に取り組む「湘南まちいくプロジェクト」の代表を務める。

藤沢市青少年問題協議会委員（平成 25 ～ 26 年度）、日本シティズンシッ

プ教育フォーラム運営委員。
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REPORT

WA K A M O N O × N P O
INTERNSHIP PROGRAM

活動報告

１　認定特定非営利活動法人　地球市民 ACT かながわ／ TPAK

大場　将希さん

村上　紘寿美さん

２　認定特定非営利活動法人　藤沢市市民活動推進連絡会

鳥海　花菜さん

中村　麻梨奈さん

３　NPO 法人　湘南遊映坐

泉　美菜子さん

門倉　啓介さん

４　特定非営利活動法人　湘南 DV サポートセンター

松井　彩さん

森迫　恒平さん

５　特定非営利活動法人　横須賀創造空間

高橋　明日香さん

松葉　健太朗さん

６　チャリティーサンタ湘南支部

秋友　亮輔さん

本間　和樹さん

７　藤沢市民まつり実行委員会

小山　優子さん

須貝　里美さん

８　特定非営利活動法人　市民農園を拡げる会

福田　友裕さん

９　特定非営利活動法人　NPO サポートちがさき

杉本　美晴さん

10　特定非営利活動法人　ハーモニーインターナショナル

中間　千尋さん

11　シネコヤ

三上　尚美さん

12　辻堂ライフセービングクラブ

水澤　慶司さん



活動報告 認定特定非営利活動法人　地球市民 ACT かながわ／ TPAK

アジアの子ども達が一人でも多く教育を受け、 幸せ

で 明 る い 未 来 を 自 ら 切 り 開 け る よ う、1993 年 よ り

タイ、 ミャンマー、 インドにおいて子ども達の教育

と自立のための支援活動を行っています。

主な活動エリア：横浜市

TEL： 045-622-9661

FAX：045-622-9661

URL：http://www.tpak.org/

受入担当者名：伊吾田　善行

活動内容 団体情報

インターン生　大場　将希さん (高校 1 年生)

　 事 務 局 の 掃 除 や、 寄 付 す る 書 き 損 じ ハ ガ キ の 集 計、 イ ベ ン ト で

販 売 す る 商 品 の 手 入 れ と 言 っ た 活 動 を 行 い ま し た。

自 分 の ス ケ ジ ュ ー ル の 関 係 も あ り、 あ ま り 大 き な こ と は 出 来 な

か っ た が こ の 作 業 一 つ 一 つ が つ も り つ も っ て 国 際 協 力 に 繋 が る と

考 え る と、 ど ん な に 小 さ な こ と で も や る 気 が 出 た。

　 ニ ュ ー ス や 新 聞 な ど で 活 躍 し て い る 企 業 や 団 体 な ど を 見 る と、

ま ず は 紹 介 さ れ な か っ た と こ ろ で 何 を し て い る の だ ろ う、 ま た、

そ の 中 で 自 分 が で き る こ と は な ん だ ろ う と 考 え る よ う に な っ た。

　 ま だ 自 分 は 高 校 生 な の で 時 間 が な く、 実 際 に 行 動 す る こ と は で

き ず に い る が、大 学 生 に な っ た ら、考 え た こ と を 実 行 し て み た い。

　 半 年 間 と い う 短 い 期 間 で し た が、 あ り が と う ご ざ い ま し た。

ス ケ ジ ュ ー ル の 関 係 上、 伺 う 回 数 は と て も 僅 か で し た が、 そ の 分 １ 回 １ 回 の 活 動 が 濃 く、 と て も 印 象 に 残 る 活 動 に な り ま し た。

　 今 後 も、 時 間 を 見 つ け て は そ ち ら に ボ ラ ン テ ィ ア に 伺 い ま す の で、 今 後 も よ ろ し く お 願 い し ま す。

　 自 分 に は ま だ ま だ 可 能 性 が あ る と い う こ と に 気 づ い た の で、 今

ま で 諦 め て い た ジ ャ ン ル に も、 一 歩 を 踏 み 出 し て い き た い。

　 ま た、 予 定 を キ ャ ン セ ル し て し ま う こ と も あ っ た の で、 ス ケ

ジ ュ ー ル 管 理 能 力 も 鍛 え て い き た い。

　 以 前 か ら 国 際 協 力 に は 興 味 が あ っ た が、 自 分 に で き る か ど う か

不 安 で、 な か な か 一 歩 が 踏 み 出 せ な か っ た。

　 し か し、 今 回 の 活 動 で 非 力 な 自 分 に も 国 際 協 力 が 出 来 る と い う

こ と に 気 づ き、 一 気 に 世 界 が 広 が っ た。

国 際 協 力 に 限 ら ず、 い ろ ん な こ と に 挑 戦 し て い き た い。

Q1.

Q3.

Q5.

Q4.

Q2.

Q1: イ ン タ ー ン の 期 間 中 、 ど の よ う な 活 動 を 行 い ま し た か ？ Q2： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 気 づ い た こ と や 学 ん だ こ と は 何 で す か ？ Q3： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 自

分 の 中 で ど の よ う な 変 化 が あ り ま し た か ？ Q4: イ ン タ ー ン の 活 動 で 得 た こ と を 、 こ の 先 ど の よ う に 活 か し た い で す か ？ Q5： 受 入 団 体 へ の メ ッ セ ー ジ を お 願 い し ま す 。

○ 一 人 で 決 め た こ と よ り も、 二 人 で 話 し 合 っ た 時、 二 人 で 話 し た こ と よ り も、4 人 で 話 し 合 っ た 時 が よ り 良 い も の に な っ た。

○ 自 分 で 自 分 の 状 況 を 把 握 で き ず に、 周 り に 迷 惑 を か け て し ま っ た。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（イ ン タ ー ン 生 　 大 場 　 将 希）

● 少 し ず つ 活 動 に も 慣 れ、 ス タ ッ フ と も 話 し が で き る よ う に な り ま し た。

● 丁 寧 に ボ ラ ン テ ィ ア が で き、積 極 的 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る こ と が で き ま し た。 他 校 と の 学 生 交 流 会 に 参 加 し て、良 い 刺 激 に な っ

　 た と 本 人 が 喜 ん で く れ ま し た。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（受 入 担 当 　 伊 吾 田 　 善 行）

ある日の活動記録より
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受入担当者からのメッセージ
　 大 場 く ん へ ：TPAK に 来 て く れ て あ り が と う ご ざ い ま し た。 大 場 君 の 自 信 に つ な が っ た こ と が 本 当 に 嬉 し い で す。 大 場 君 に

は こ れ か ら た く さ ん の 可 能 性 が 待 っ て い ま す。 ど ん ど ん チ ャ レ ン ジ し て み て く だ さ い。 君 な ら で き る ！

　 村 上 さ ん へ ： 今 ま で 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た。 大 学 院 で 勉 強 に 励 ん で、 将 来 「 相 手 の 立 場 に 立 っ て 考 え 行 動 す る 」

NGO ス タ ッ フ に な ら れ る こ と を ス タ ッ フ 一 同 お 祈 り し て い ま す。 頑 張 っ て ！

インターン生　村上　紘寿美さん ( 大学４年生）

　 事 務 局 で は、 パ ソ コ ン 作 業、 フ ェ ア ト レ ー ド 品・雑 貨 品 の 整 理、

掃 除、Pop づ く り な ど 様 々 な 作 業 を 行 い ま し た。

　 イ ベ ン ト で は、 フ ェ ア ト レ ー ド 品 ・ 雑 貨 品 の 販 売、 接 客、 タ イ

ラ ー メ ン (TPAK 名 物 ) の 販 売 を 行 い ま し た。

　2 月 に 開 催 さ れ た よ こ は ま 国 際 フ ォ ー ラ ム で は、 半 年 前 か ら 企

画、 運 営 を 重 ね セ ミ ナ ー を 行 い ま し た。 当 日 の セ ミ ナ ー で は、 来

て 下 さ っ た 方 に 国 際 協 力 ボ ラ ン テ ィ ア を も っ と 身 近 に 感 じ て も ら

お う と、ク イ ズ を 出 し た り、私 た ち の 体 験 談 を 話 し た り し ま し た。

　 他 の イ ン タ ー ン 生 に 刺 激 を 受 け て 今 ま で 興 味 の な か っ た 分 野 に

興 味 を 抱 く よ う に な り ま し た。 ま た、TPAK の ス タ ッ フ や ボ ラ ン

テ ィ ア の 方 々 と お 話 を し て い る う ち に、 自 分 の 無 知 さ を 知 り、 政

治 や 経 済 を は じ め、 色 ん な こ と に 興 味 を 持 つ よ う に な り ま し た。

そ し て、 少 し だ け 自 分 に 自 信 が 持 て る よ う に な り ま し た。

　TPAK の 皆 様、 ボ ラ ン テ ィ ア の 期 間 も 含 め、4 月 か ら 約 1 年 間 本 当 に お 世 話 に な り ま し た。 ご 迷 惑 を お か け し た こ と も、 失 礼 な こ と を

し た こ と も 沢 山 あ っ た と 思 い ま す。 未 熟 者 の 私 を い つ も 温 か く 見 守 っ て 下 さ り、 あ り が と う ご ざ い ま し た。TPAK で 学 ん だ こ と、TPAK

で 出 会 っ た 温 か い 人 々 は 私 に と っ て 大 き な 財 産 に な り ま し た。 こ れ か ら も 素 敵 な TPAK の 皆 さ ん で い て く だ さ い。 本 当 に あ り が と う ご

ざ い ま し た。 ま た、 今 後 も TPAK の 活 動 に 何 ら か の 形 で 携 わ り た い と 思 っ て い ま す。 今 後 と も 宜 し く お 願 い 致 し ま す。

　TPAK で 学 ん だ こ と を 生 か し て、NGO 職 員 に な る と い う 将 来 の

夢 に 向 け て 少 し ず つ 進 ん で い き た い で す。 そ の 第 一 歩 と し て、4

月 か ら は 大 学 院 で の 勉 強 を 頑 張 り ま す。

　 ま た 今 回ワ カ モ ノ × NPOイ ン タ ー ン シ ッ プ、TPAKで 出 会 っ た 人 々

と こ れ か ら も 何 ら か の 形 で 関 係 を 続 け て い け れ ば と 思 い ま す。

　 イ ン タ ー ン を 通 じ て 学 ん だ こ と は、 人 を 思 い や る こ と の 大 切 さ

で す。TPAK に は 毎 日 の よ う に、老 若 男 女 問 わ ず 様 々 な ボ ラ ン テ ィ

ア の 方 が 来 て、 活 動 を 行 い ま す。 様 々 な 人 が 集 ま る TPAK で す が、

和 や か な 雰 囲 気 の 中、 皆 さ ん い つ も 楽 し そ う に 活 動 を し て い ま

す。 こ の よ う な 温 か い 場 は、 一 人 一 人 が 思 い や り を 持 っ て 活 動 す

る こ と に よ っ て で き る の だ な と 活 動 を 通 じ て 感 じ ま し た。 ま た、

イ ン タ ー ン を 通 じ て、 世 の 中 に は お も し ろ い 大 人 や 同 年 代 の 人 た

ち が 沢 山 い る と い う こ と を 初 め て 知 り ま し た。

Q1.

Q3.

Q5.

Q4.

Q2.

○ 他 の ボ ラ ン テ ィ ア の 方 と 声 を 掛 け 合 っ て 活 動 が で き た。

○ ニ ュ ー ス レ タ ー の 入 稿 日 に は、作 成 さ れ る 現 場 を 間 近 で 見 て、と て も 勉 強 に な り ま し た。 　 　 　 　 　（イ ン タ ー ン 生 　 村 上 　 紘 寿 美 ）

● 大 学 で 国 際 協 力 を 学 ん で い る こ と も あ り、深 く 考 え、理 解 し よ う、学 ぼ う と い う 意 欲 が 溢 れ て い ま す。 後 輩 学 生 へ の 指 導 も し て く れ て、 

　 今 後 も 期 待 し て い ま す。

● 協 調 性 や 仕 事 の 進 め 方 な ど を 学 び、試 行 錯 誤 な が ら も 着 実 に 成 長 が 伺 え る。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（受 入 担 当 　 伊 吾 田 　 善 行 )

ある日の活動記録より
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活動報告 認定特定非営利活動法人　藤沢市市民活動推進連絡会

市民活動団体等への活動支援事業を通し、 市民活動

の推進とまちづくりに寄与することを目的に活動し

て い ま す。3.11 支 援 プ ロ ジ ェ ク ト で は、 被 災 地 の 商

品販売やリユースパソコンの寄贈、 東北の情報発信

を通した支援活動を実施中。

主な活動エリア：藤沢市

T E L： 0466-53-7366

FAX：0466-53-7366

URL：http://f-npon.jp/

受入担当者名：宮本　裕子

活動内容 団体情報

インターン生　鳥海　花菜さん ( 大学 1 年生）

　 主 な 活 動 は、 全 ６ 回 行 っ た 東 北 物 産 市 で す。 地 域 の お 祭 り 等 で

出 店 し、 東 北 の 食 べ 物 や 仮 設 住 宅 の 方 々 の 手 作 り 商 品 等 を 販 売 し

ま し た。 こ の プ ロ ジ ェ ク ト を 知 っ て 貰 う 事、 被 災 地 で 活 動 を 続 け

る 団 体 や そ の 団 体 の 商 品 を 伝 え る 事、 藤 沢 か ら 東 北 に 出 来 る こ と

を 発 信 す る 事 を 目 指 し ま し た。 又、 宮 城 県 で の フ ィ ー ル ド ワ ー ク

や NPO サ ポ ー ト ち が さ き さ ん の ご 協 力 の 下、一 か ら 企 画 し た ワ ー

ク シ ョ ッ プ を 行 い ま し た。

　 自 分 の 目 で 現 状 を 見 て、 現 地 の 人 に 直 接 お 話 を 聞 い て、 そ し て

復 興 の た め に 出 来 る 取 り 組 み を し て、 東 北 に 対 す る 想 い が よ り 強

く な っ た よ う に 感 じ ま す。 こ れ ま で は、 当 時 テ レ ビ で 見 た あ の 悲

惨 な こ と が、 本 当 に こ の 日 本 で 起 こ っ た の だ と 理 解 で き て な か っ

た よ う に 思 い ま す。 ま た、 様 々 な 形 で 社 会 に 貢 献 で き る 活 動 を す

る 人 や 団 体 に 対 し て よ り 深 く 興 味 を 持 つ よ う に な り ま し た。 こ の

プ ロ グ ラ ム 終 了 後 も 何 ら か の 形 で こ う い っ た 活 動 を し て い き た い

で す。

　 こ の 半 年 間、 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た。 何 も 出 来 な い 状 態 で 飛 び 込 ん で 来 て、 沢 山 ご 迷 惑 を お か け し ま し た。 す べ て が 良 い 経

験 と な り、 皆 様 の 下 で イ ン タ ー ン が 出 来 て 幸 運 だ っ た と 心 か ら 思 い ま す。 今 後、 イ ベ ン ト な ど で も し 人 手 が 足 り な く な っ た ら ぜ ひ 私 を

呼 ん で く だ さ い ！ お 世 話 に な り ま し た。

　 こ れ か ら も 東 北 へ の 支 援 を 続 け た い と 思 っ て い る の で、27 年

度 か ら 新 し い 団 体 で の イ ン タ ー ン に チ ャ レ ン ジ し、 新 た な 形 で 東

北 と 関 わ っ て い こ う と 思 っ て い ま す。 ま た、 こ の 活 動 を 通 し て、

学 生 の う ち に 積 極 的 に や り た い こ と に 挑 戦 し よ う と い う 気 持 ち が

生 ま れ ま し た。 そ の 中 で、 少 し で も 社 会 に い い 風 を 吹 か せ ら れ る

大 人 に な れ る よ う に 学 び を つ け て い き た い で す。 こ れ か ら も 頑 張

り ま す ！

　 参 加 当 初 は、 東 北 が 今 ど ん な 状 態 で あ る か、 自 分 に 何 が 出 来 る

の か、 ど ん な こ と が 求 め ら れ て い る の か、 全 く わ か り ま せ ん で し

た。 し か し こ の 活 動 を 通 し て、 さ ま ざ ま な 知 識 を 身 に 付 け る こ と

が 出 来、 少 し ず つ で は あ り ま す が 自 分 の 頭 で 考 え ら れ る よ う に な

り ま し た。そ し て ま だ ま だ 勉 強 す る 必 要 が あ り ま す が、社 会 の ル ー

ル な ど も 学 べ ま し た。 メ ー ル 一 通 書 く の に も 苦 戦 し ま し た が、 今

で は か な り 成 長 し た と 思 い ま す。 こ の 経 験 を こ れ か ら に 活 か し た

い で す。

Q1.

Q3.

Q5.

Q4.

Q2.

Q1: イ ン タ ー ン の 期 間 中 、 ど の よ う な 活 動 を 行 い ま し た か ？ Q2： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 気 づ い た こ と や 学 ん だ こ と は 何 で す か ？ Q3： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 自

分 の 中 で ど の よ う な 変 化 が あ り ま し た か ？ Q4: イ ン タ ー ン の 活 動 で 得 た こ と を 、 こ の 先 ど の よ う に 活 か し た い で す か ？ Q5： 受 入 団 体 へ の メ ッ セ ー ジ を お 願 い し ま す 。
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受入担当者からのメッセージ

　 鳥 海 さ ん、中 村 さ ん。 こ の 半 年 間、二 人 が 居 な か っ た ら 実 現 で き な か っ た 事 ば か り で し た。 そ し て、二 人 が「で き る こ と」や「経

験」 を 増 や し、 め ざ ま し い ス ピ ー ド で 成 長 し て い く 様 子 を 傍 で 見 ら れ て 幸 せ で し た。 活 動 は 長 時 間 に わ た り、 大 変 だ っ た 事 も

多 か っ た と 思 い ま す が、 お 二 人 の こ の 先 の 人 生 に、 少 し で も 良 い 変 化 を も た ら す 事 が 出 来 れ ば 幸 い で す。 明 る く ポ ジ テ ィ ブ で

負 け ず 嫌 い な 鳥 海 さ ん、 ほ ん わ か し つ つ も し っ か り 者 の 中 村 さ ん。 二 人 の バ ラ ン ス は 奇 跡 で し た ね。 こ れ か ら も、 何 か の カ タ

チ で つ な が り 続 け て い き ま し ょ う。 半 年 間 あ り が と う ご ざ い ま し た。

インターン生　中村　麻梨奈さん ( 大学 4 年生）

　 ８ 月 に 宮 城 県 を 訪 問 し、 現 状 を 見 た り、 復 興 に 向 け て 活 動 す る

方 々 の お 話 を 聞 き ま し た。 藤 沢 周 辺 の お 祭 り に 計 ６ 回 出 店 し、 東

北 の 方 々 か ら 仕 入 れ た 食 品 や 雑 貨 の 販 売 を 通 じ、 そ の 取 り 組 み を

湘 南 の 方 々 に 伝 え る 活 動 を し ま し た。 ま た 湘 南 の 方 か ら 東 北 の

方 々 に 向 け て、 応 援 の 声 を 伝 え る 取 り 組 み も し ま し た。

　 １ 月 に は 仙 台 か ら 講 師 を お 招 き し て イ ベ ン ト を 開 催 し ま し た。

直 接 お 話 し を 聞 く 事 で ３．１ １ が よ り 身 近 に な り 風 化 防 止 や 防 災

意 識 の 向 上 に 繋 が っ て い た ら 嬉 し い で す。

　 自 分 か ら 周 り の 人 に 目 が 行 く 様 に な り ま し た。「 自 分 の 成 長 」

に ば か り 目 が い っ て い た の が、 関 わ る 方 々 に ど れ だ け 楽 し ん で 一

緒 に 活 動 し て 貰 え る か、 ま た 自 分 好 み で 作 っ て い た ポ ス タ ー を、

イ ベ ン ト の タ ー ゲ ッ ト の 人 の 目 に つ く ポ ス タ ー と は、 と い う 視 点

で 考 え ら れ る 様 に な り、 ま た 東 北 の 方 々 に 自 分 た ち の 思 い を 伝 え

る 事 で、 ど れ だ け 快 く ご 協 力 頂 け る か と い っ た 事 な ど、 関 わ る 人

み ん な の HAPPY 度 を ど う す れ ば 上 げ ら れ る か が 第 一 に 出 て く る

様 に な っ た の は 大 き な 変 化 だ と 思 い ま す。

　 宮 本 さ ん を は じ め、 連 絡 会 の 皆 さ ま の お か げ で、 半 年 の 活 動 が 充 実 し て い て あ っ と い う 間 で し た。 大 変 お 世 話 に な り ま し た。 あ り が

と う ご ざ い ま し た。 前 半 の 期 間、 沢 山 ご 指 導 い た だ き、 思 っ た 事 を ズ バ ッ と 言 っ て く だ さ り、 後 半 は 私 達 を 信 じ て 任 せ て く だ さ り、 私

達 の 学 び に 繋 が っ て い ま し た。 言 葉 で は 言 い 表 せ な い く ら い、 感 謝 の 気 持 ち で 一 杯 で す。 何 を す る か も 大 事 だ け ど、 “ 誰 と や る か ” も、

大 き い 要 素 だ と 思 う よ う に な り ま し た。 連 絡 会 で イ ン タ ー ン を で き て 幸 せ 者 で し た。 あ り が と う ご ざ い ま し た。

　 イ ン タ ー ン 中 に 感 じ た 理 想 の 自 分 と の ギ ャ ッ プ を 埋 め ら れ る 様

に 失 敗 を 恐 れ ず に 努 力 し て い き た い で す。「 こ こ か ら は 次 回 や ろ

う 」 と い う 感 覚 で 仕 事 を す る 事 が 多 く、「 今 日 で き る 事 は 何 も な

い」 と 思 え る 所 ま で 日 々 進 め て い け た ら、 余 裕 が う ま れ て 考 え る

時 間 が 増 え、 ＋ α の 価 値 に 繋 が っ て い く と 感 じ た の で、 今 後 意 識

し て い き た い で す。 活 動 中 の 気 付 き や 学 び は、 受 入 団 体 の 方 々 か

ら 得 た も の が 多 か っ た で す が、 こ れ か ら は 自 分 で 気 づ い た り 学 ん

だ り し て い き た い で す。

　 気 づ い た 事 は、 自 分 の 能 力 の 低 さ で す。 も っ と こ う な り た い と

思 う 事 が 多 く、 自 分 の で き な さ に 多 々 嫌 気 が さ し て い ま し た。 し

か し 同 時 に、 思 い の あ る 人 が 集 ま っ た 時 に 生 ま れ る パ ワ ー の 大 き

さ に 驚 き ま し た。 一 人 で で き る 事 は 少 な い け れ ど、 受 け 入 れ 担 当

の 宮 本 さ ん、 同 じ イ ン タ ー ン の 鳥 海 さ ん、 そ し て ボ ラ ン テ ィ ア の

高 校 生 ・ 大 学 生 の 皆 さ ん や 東 北 で 活 動 さ れ て い る 方 々、 力 を 合 わ

せ る 事 で、 沢 山 の イ ベ ン ト を 成 功 さ せ る 事 が で き ま し た。 多 く の

方 と 協 力 し て 活 動 で き て と て も 楽 し か っ た で す。

Q1.

Q3.

Q5.

Q4.

Q2.
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活動報告 NPO法人　湘南遊映坐

湘 南 鎌 倉 や 東 北 被 災 地 を 回 遊 す る 映 画 祭 を 通 し て、

多彩なアートに親しめる機会を提供。 映画と芸術文

化の土壌を耕し、 人々に心の潤いをもたらすことを

目的に活動。 ミニシアターのなくなってしまった地

方を「遊映」する出張映画祭を企画運営しています。

主 な 活 動 エ リ ア： 鎌 倉 市・ 藤 沢 市・ 東 北 被 災 地

TEL： 0466-65-0123

FAX：無し

URL：http://www.trailerfes.jp/index.html　

受入担当者名：岡　博大

活動内容 団体情報

インターン生　泉　美菜子さん ( 大学 4 年生）

　 主 に、 デ ザ イ ン 担 当 と し て 湘 南 遊 映 坐 の イ ベ ン ト 告 知 用 フ ラ イ

ヤ ー の 制 作 を 行 い ま し た。 主 催 者 や 印 刷 所 と の や り と り を し て、

理 想 の 形 に な る よ う 調 整 を 重 ね ま し た。 ま た、 イ ベ ン ト 当 日 の た

め の T シ ャ ツ を 作 っ た り、 ス タ ッ フ と し て 会 場 で サ ポ ー ト も し ま

し た。 そ の 活 動 を 報 告 し た こ と が き っ か け で、 別 の NPO 団 体 か

ら 声 が か か り、 茅 ヶ 崎 ラ ス カ で の 東 北 復 興 支 援 の イ ベ ン ト の ポ ス

タ ー、 チ ラ シ の デ ザ イ ン も し ま し た。

　 家 族 で 地 域 の 活 動 に つ い て 話 す 事 が 多 く な り ま し た。 今 ま で は

自 分 が 普 段 活 動 し て い る 都 内 の 話 や、 学 校 の 話 題 が 多 か っ た で す

が、 母 や 祖 母 が ず っ と 暮 ら し て い る 家 の 近 辺 で ど の よ う な 変 化 が

あ る の か、身 近 で す が 知 ら な か っ た 事 が NPO の イ ン タ ー ン に よ っ

て 知 れ た の で、 共 有 で き ま し た。

　 ま た、 画 一 的 な 郊 外 の 中 規 模 都 市 で は な く、 藤 沢 や そ の 周 囲 特

有 の 文 化 が あ る こ と を 改 め て 意 識 し ま し た。

　 大 変 お 世 話 に な り ま し た。 偶 然 で し た が、 こ の 様 な 形 で 地 域 の 映 画 に ま つ わ る 文 化 的 な 活 動 に 参 加 出 来 て 非 常 に 良 い 経 験 と な り ま し

た。 湘 南 遊 映 坐 の イ ベ ン ト は 様 々 な 立 場 の 方 の ご 協 力 や 支 援 で 成 り 立 っ て い る、 い わ ば 沢 山 の 木 で 組 ん だ や ぐ ら の 様 な、 拓 け て い て か

つ ホ ー ム と し て の 安 心 感 も あ る、 素 敵 な 場 だ と 思 い ま す。 毎 回 違 う 木 で 組 み 建 て る の は と て も 大 変 で す が、 一 度 や ぐ ら が 立 つ と そ こ は

祭 り の 会 場 に な り、 楽 し い 時 間 を す ご さ せ て く れ ま す。 ま た、 折 り に つ け て お 手 伝 い さ せ て 頂 け た ら 幸 い で す。 有 難 う ご ざ い ま し た。

　 前 か ら 自 分 に で き る こ と で 地 元 に な に か 還 元 出 来 な い か と 思 っ

て い た の で、 そ の き っ か け が で き た の で は な い か と 思 い ま す。 デ

ザ イ ン の 需 要 は 都 市 部 で は し ば し ば 経 済 活 動 と 密 接 に 結 び つ き 一

介 の 若 者 で は 入 り 込 む 隙 が あ ま り な い で す が、 自 分 の 暮 ら す 地 域

に 目 を 向 け る と 文 化 的 な 面 で た く さ ん の 需 要 が あ り、 活 躍 で き る

場 も あ る の で は と 可 能 性 を 感 じ ま し た。

　 中 学 か ら 都 内 に 通 っ て い て、 長 く 住 ん で い る に も か か わ ら ず 地

元 の 組 織 や 活 動 と 関 わ る 事 が あ ま り な か っ た の で、 自 分 の 住 む 地

域 で 様 々 な 問 題 に 取 り 組 ん だ り、 よ り よ い 生 活 の た め に 努 力 を し

て い る 人 達 が い る ん だ と 知 れ ま し た。 ま た、 そ ん な 中 に 自 分 と 同

世 代 の 若 者 が 居 て、 そ れ ぞ れ に 自 分 の 活 動 に 意 義 を 見 い だ し て 自

主 的 に 参 加 し て い る 事 が す ば ら し い と 思 い ま し た。

Q1.

Q3.

Q5.

Q4.

Q2.

Q1: イ ン タ ー ン の 期 間 中 、 ど の よ う な 活 動 を 行 い ま し た か ？ Q2： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 気 づ い た こ と や 学 ん だ こ と は 何 で す か ？ Q3： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 自

分 の 中 で ど の よ う な 変 化 が あ り ま し た か ？ Q4: イ ン タ ー ン の 活 動 で 得 た こ と を 、 こ の 先 ど の よ う に 活 か し た い で す か ？ Q5： 受 入 団 体 へ の メ ッ セ ー ジ を お 願 い し ま す 。
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受入担当者からのメッセージ
　 泉 美 菜 子 さ ん と 門 倉 啓 介 く ん の 二 人 に は、 自 ら の 視 野 と 可 能 性 を 広 げ、 人 間 力 の 根 っ 子 を 鍛 え る こ と が で き る 機 会 を 提 供 で

き た ら、 と い う 思 い で 受 け 入 れ さ せ て い た だ き ま し た。 遊 映 坐 な ら で は の 活 動 内 容 と し て、 主 催 す る 映 画 祭 に 関 す る 仕 事 を 積

極 的 に 任 せ て、 力 を 発 揮 し て も ら い ま し た。 泉 さ ん に は、 映 画 祭 の チ ラ シ、 ポ ス タ ー、 ス タ ッ フ T シ ャ ツ、NPO の パ ン フ レ ッ

ト 等 の デ ザ イ ン を お 任 せ し て、 専 門 の デ ザ イ ン 力 を 発 揮 し て い た だ き ま し た。 仕 事 を 通 じ て、 映 画 文 化 と 地 元 湘 南 鎌 倉 の 魅 力

に も 触 れ て も ら え た の で は な い か と 思 い ま す。 ま た、 門 倉 く ん に は、 市 民 映 画 祭 は い か に つ く ら れ て い く の か、 企 画 ・ 運 営 の

プ ロ セ ス を、 裏 表 す べ て 見 て も ら い、 体 験 し て も ら い ま し た。 イ ン タ ー ン が 終 わ る 頃 に は、 堂 々 と し た 頼 り に な る ス タ ッ フ に

成 長 し て い ま し た。 今 回 の 経 験 を 礎 に、社 会 に 貢 献 で き る 人 材 と し て、そ の 才 能 を さ ら に 発 揮 し て い っ て も ら え た ら 幸 い で す。

インターン生　門倉　啓介さん ( 大学 2 年生）

　 映 画 祭 本 番 の 会 場 設 営、 運 営、 ミ ー テ ィ ン グ、 理 事 長 と 一 緒 に

映 画 祭 の 運 営 の た め、 各 地 を 歩 き 回 り、 映 画 祭 が で き る ま で の 過

程 を 一 番 近 く で 体 験 し ま し た。 地 元 の 方 へ の 挨 拶 回 り や、 会 場 下

見、 ゲ ス ト 交 渉、 作 品 の 選 考、 劇 場 へ の チ ラ シ 配 布 等、 映 画 祭 を

形 作 る た め の 裏 方 の 役 割 も 経 験 し ま し た。 ま た、 他 の イ ベ ン ト に

ボ ラ ン テ ィ ア と し て 参 加 し、 イ ベ ン ト 運 営 の 研 修 や、 上 映 作 品 を

鑑 賞 し て そ の 作 品 の エ ッ セ イ の 執 筆、 ミ ー テ ィ ン グ の 様 子 を ビ デ

オ カ メ ラ で の 撮 影 な ど も 行 い ま し た。

　 就 業 に 対 す る 考 え が 変 化 し ま し た。 今 回 の イ ン タ ー ン を 通 し

て、NPO で 生 活 を し て い こ う と し て い る 人 や、 自 分 の 目 標 を 追 い

か け な が ら NPO に 携 わ っ て い る 人、今 の 職 に 就 き な が ら 夢 を 追 っ

て い る 人 に お 会 い す る こ と で、 ラ イ フ ワ ー ク の 豊 か さ、 今 ま で 自

分 が 見 て き た も の の 狭 さ を 思 い 知 り ま し た。 生 き る と い う こ と に

正 解 は 無 く、 ど の よ う な 道 を 進 ん で も そ の 人 な り の 結 果 が 待 っ て

い る、 失 敗 は 必 ず し も マ イ ナ ス な 経 験 で は な い と 思 う こ と が で き

ま し た。

　 最 初 こ の イ ン タ ー ン の 話 を 聞 い た と き は、 自 分 が イ ン タ ー ン を で き る の か ど う か、 不 安 に 思 っ て い ま し た。 で も、 活 動 を 重 ね て い く

に つ れ て、だ ん だ ん と 理 解 で き る こ と が 増 え て き て、活 動 が 楽 し く な っ て き ま し た。 こ ん な こ と が 映 画 祭 の 運 営 に つ な が る の だ ろ う か、

と 思 っ た こ と も あ り ま し た が、 振 り 返 っ て み る と、 一 つ 一 つ が 大 切 で 欠 か す こ と の で き な い 過 程 な の だ と、 今 な ら 思 え ま す。 遊 映 坐 で

経 験 で き た こ と は 今 後 必 ず 自 分 に と っ て プ ラ ス に な る と 思 い ま す。 短 い 間 で し た が あ り が と う ご ざ い ま し た。

　 私 が 所 属 し て い る 学 科 名 は 「映 像 身 体 学 科」 で す。 主 に 映 画 学

と 身 体 学 を 学 ん で い ま す。 遊 映 坐 で は 小 津 安 二 郎 監 督 を 始 め、 映

画 文 化 に つ い て 知 ら ず 知 ら ず の う ち に 勉 強 す る こ と が で き ま し

た。 こ の 経 験 を 学 科 で の 勉 学 に 活 か し、 こ の イ ン タ ー ン で 得 た も

の を た だ の 経 験 で 終 わ ら せ る の で は な く、 今 後 の 学 生 生 活 あ る い

は そ の 先 へ と つ な が る 体 験 に す る こ と が で き ま す。

　 映 画 祭 を 一 つ 企 画、 運 営 す る に あ た っ て も 多 く の 目 に 見 え な い

労 力 が か か っ て い る と い う こ と で す。 何 度 も 会 場 に 足 を 運 び、 事

務 の 方 と 関 係 性 を 作 っ て い き、 ゆ っ く り と 企 画 を 進 め て い く 過 程

を 間 近 で 経 験 で き ま し た。 運 営 の た め の 助 成 金 獲 得 や、 ほ か の 団

体 と の 連 携 な ど、 表 面 的 な か か わ り で は、 見 え て こ な い 部 分 を 知

る こ と が で き ま し た。イ ン タ ー ン 前 に 理 事 長 が お し ゃ っ て い た「縁

の 下 の 力 持 ち」 と い う 言 葉 の 意 味 が そ こ で 初 め て 分 か り ま し た。

Q1.

Q3.

Q5.

Q4.

Q2.
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活動報告 特定非営利活動法人　湘南 DV サポートセンター

女性と子どもの人権が侵害されることなく、 誰もが

その人らしくいきいきと暮らすことのできる社会を

め ざ し 1999 年 に 設 立。 特 に、 ド メ ス テ ィ ッ ク・ バ

イオレンス、 虐待、 いじめなどの被害を受けた女性

や子どもの支援、 被害者支援に取り組んでいます。

主な活動エリア：藤沢市

TEL：090-4430-1836

FAX：0466-36-6616

URL：http://kodomo-support.org/

受入担当者名：渡邊　千尋

活動内容 団体情報

インターン生　松井　彩さん ( 大学 2 年生）

　 主 な 活 動 は、 月 一 の ミ ー テ ィ ン グ 参 加 と 期 間 中 二 回 の イ ベ ン ト

の 裏 方 作 業。 ミ ー テ ィ ン グ で は、 他 の ユ ー ス リ ー ダ ー が 興 味 関 心

の あ る 分 野 を 講 義 し た り、 イ ベ ン ト の 案 を 練 っ た り す る。 イ ベ ン

ト は、8 月 の ユ ー ス リ ー ダ ー 養 成 講 座 と 12 月 の ス ク ー ル バ デ ィ

サ ミ ッ ト を 行 っ た。 ユ ー ス リ ー ダ ー 養 成 講 座 で は 裏 方 作 業 と、 参

加 者 が 意 見 を 言 い や す い 空 間 作 り を し た。 ス ク ー ル バ デ ィ サ ミ ッ

ト で は、 昼 の 立 食 会 を 担 当 し、 昼 食 や お 菓 子 の 手 配、 部 屋 の 装 飾

を し た。 ま た、 団 体 主 催 の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 数 回 見 学 し た。

  こ の イ ン タ ー ン を 通 じ て の 自 分 の 中 の 変 化 は、 精 神 的 な 逞 し さ

や し た た か さ を 得 ま し た。 失 敗 や 予 想 外 の 事 態 に 落 ち 込 ん だ り 狼

狽 え て る 暇 が あ る な ら、 ま ず は そ の 事 態 に 対 処 し、 落 ち 着 い た ら

と こ と ん 原 因 と 取 る べ き だ っ た 行 動 を 考 え る よ う に な っ た。

　 ま た、 知 ら な い こ と を 有 耶 無 耶 に し た り 恥 ず か し が っ た り せ ず

に、 素 直 に 周 り の 人 に 意 見 を 訊 け る よ う に な っ た。 何 か を し な け

れ ば な ら な い な ら、 他 の 楽 し み も 発 見 し よ う と 思 う よ う に な り、

新 し い こ と に も 挑 戦 す る よ う に な っ た。

　 湘 南 DV サ ポ ー ト セ ン タ ー で イ ン タ ー ン を す る こ と に よ り、 多 く の こ と を 体 験 し、 学 び、 そ し て 成 長 し ま し た。 こ こ で の 活 動 を 通 し

て、 自 分 に 自 信 が 持 て る よ う に な り、 ま た、 将 来 の こ と も し っ か り と 考 え る よ う に な り ま し た。 こ こ で 得 た も の は、 私 の 身 と な り 骨 と

な り、 私 を 大 き く し て く れ ま し た。 本 当 に、 あ り が と う ご ざ い ま す。

  イ ン タ ー ン の 期 間 が 終 わ っ た あ と も、 自 身 の 学 び の 為 に も 活 動 に 関 わ ら せ て 頂 け た ら、 と 思 い ま す。

　 人 と 人 と の 繋 が り を 作 る こ と で、 子 ど も を 支 え る 個 人 で は な

く、 ネ ッ ト で い た い の で、 湘 南 Ｄ Ｖ サ ポ ー ト セ ン タ ー や そ こ で 出

会 っ た 人 と の 繋 が り を 続 け て い く よ う に す る。 そ の た め に、 ま ず

自 分 自 身 が 成 長 し、 周 り に 認 め ら れ る よ う に な る。

　 ま た、 イ ベ ン ト で 表 に 立 つ 人 た ち が 一 切 の 不 安 な く 仕 事 に 専 念

で き る よ う に、 裏 方 の 仕 事 を 覚 え、 縁 の 下 の 力 持 ち に な り た い。

人 が そ の 人 ら し く 居 ら れ る 土 台 を 作 る た め に、 と り あ え ず し ば ら

く は 勉 強 と 精 進 で す。

　 イ ン タ ー ン の 活 動 で 最 も 大 き な 学 び は、 自 分 の 力 の 無 さ と、 そ

れ 故 に 動 か な け れ ば 現 状 を 変 え ら れ な い と い う 事 実 を 実 感 し た 事

で す。 同 時 に、 自 分 の 言 動 が 周 囲 に 与 え る 影 響 が 思 っ て い た 以 上

に 大 き い と 知 り、 言 葉 や と る べ き 態 度 を 考 え る よ う に な っ た。

　 ま た、 イ ベ ン ト で は 裏 方 作 業 を 行 う こ と が 多 く、 表 が う ま く 動

く に は 裏 は 相 当 動 き 回 ら な け れ ば な ら な い こ と を 学 ん だ。 私 は あ

く ま で も 裏 の 手 伝 い を し た 程 度 な の で、 裏 に 徹 す る 事 務 の 方 や 多

く の 大 人 の 支 え が ど れ だ け 重 要 な の か を 痛 感 し た。

Q1.

Q3.

Q5.

Q4.

Q2.

Q1: イ ン タ ー ン の 期 間 中 、 ど の よ う な 活 動 を 行 い ま し た か ？ Q2： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 気 づ い た こ と や 学 ん だ こ と は 何 で す か ？ Q3： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 自

分 の 中 で ど の よ う な 変 化 が あ り ま し た か ？ Q4: イ ン タ ー ン の 活 動 で 得 た こ と を 、 こ の 先 ど の よ う に 活 か し た い で す か ？ Q5： 受 入 団 体 へ の メ ッ セ ー ジ を お 願 い し ま す 。
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受入担当者からのメッセージ
　 松 井 さ ん、 森 迫 君、 長 期 に わ た り あ り が と う ご ざ い ま し た。

　 社 会 人 に な れ ば、た い へ ん な こ と が た く さ ん あ る と 思 い ま す が、一 つ ひ と つ の 仕 事、一 つ ひ と つ の 出 会 い に 真 心 を 込 め て や っ

て い っ て く だ さ い。 そ の 積 み 重 ね が 大 切 だ と 思 い ま す。

インターン生　森迫　恒平さん ( 大学３年生）

　 一 番 大 き な イ ベ ン ト と し て、 各 校 の ス ク ー ル バ デ ィ が 集 ま る、

ス ク ー ル バ デ ィ サ ミ ッ ト に 参 加 さ せ て い た だ い た こ と が 印 象 に

残 っ て い ま す。 フ ァ シ リ テ ー タ ー と し て ワ ー ク シ ョ ッ プ な ど の 活

動 を 促 す 役 割 な ど を 行 い ま し た。 さ ら に、 こ の サ ミ ッ ト を 開 催 す

る に あ た り 行 う 準 備 に も 参 加 し ま し た。 チ ラ シ 作 り、 ユ ー ス リ ー

ダ ー と し て の ミ ー テ ィ ン グ へ の 参 加、 そ こ で の サ ミ ッ ト の 企 画 な

ど、 ま た、 そ れ 以 外 に も デ ー テ ィ ン グ バ イ オ レ ン ス 防 止 プ ロ グ ラ

ム な ど、 様 々 な 活 動 に 参 加 さ せ て い た だ き ま し た。

　 様 々 な 働 き 方、 生 き 方 を し て い る 大 人 の 方 に 出 会 い、 自 分 の 信

念、 想 い に 沿 っ て 生 き て い く こ と を 学 び ま し た。 同 じ こ と を 学 ん

だ イ ン タ ー ン 生 が 他 に も い て、 そ の 話 を し ま し た。 そ の 方 は、 自

分 の 好 き な よ う に 生 き て い い ん だ、 と 再 確 認 し た と 言 っ て い ま し

た。 僕 も、自 分 の 夢 に 向 か っ て、こ の イ ン タ ー ン の 経 験 を 踏 ま え、

努 力 し 続 け よ う と 改 め て 思 い ま し た。

　 多 く の 経 験 を さ せ て い た だ き、 感 謝 し て お り ま す。 あ り が と う ご ざ い ま し た。 た く さ ん の 事 を 学 ぶ な か で、 早 く 教 員 に な り、 生 徒 の

た め に 働 き た い と 思 う 気 持 ち で い っ ぱ い に な り ま し た。 今 後 と も、 時 間 の 許 す 限 り で は ご ざ い ま す が、 ユ ー ス リ ー ダ ー と し て 活 動 に 参

加 さ せ て い た だ き た く 思 い ま す。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す。

○ 子 ど も 関 係 の 活 動 を 行 う NPO と し て 学 校 現 場 に 出 か け る こ と も 多 く、 ユ ー ス リ ー ダ ー 間 で 共 有 す べ き こ と も た く さ ん あ る こ と が 分

　 か っ た。

○ 人 を 支 え る 重 要 さ と 難 し さ を 肌 で 感 じ、 自 身 の 成 長 に な り ま し た。 ま た、 定 例 会 な ど で 興 味 深 い 他 団 体 の 活 動 や 学 生 達 は と て も 魅 力

　 的 で し た。 サ ポ ー ト セ ン タ ー に 興 味 を 持 っ て い た だ く 良 い 場 に も な っ た と 思 い ま す。 　 　 　 　 　 　 　 　 　（イ ン タ ー ン 生 　 松 井 　 彩）

○ 一 つ の イ ベ ン ト 準 備 の 段 階 で、 様 々 な 役 割 が あ り、 打 ち 合 わ せ な ど も 細 心 な 注 意 を 払 い な が ら の 進 め 方 が わ か っ た。

○ た く さ ん の 学 生 が 様 々 な NPO の 活 動 に 真 剣 に 向 き 合 い、 様 々 な 人 と 出 会 い、 様 々 な 人 生 観 に 触 れ、 感 銘 を 受 け る 姿 を 肌 で 感 じ れ る

　 ほ ど 近 く で み る こ と が で た こ と は 僕 に と っ て も か け が え の な い も の と な っ た。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（イ ン タ ー ン 生 　 森 迫 　 恒 平）

　 僕 は 将 来、 高 等 学 校 の 教 員 を め ざ し て い ま す。 生 徒 指 導 の 基 本

と な る、 生 徒 理 解 の た め、 今 回 の 経 験 は と て も た め に な る も の で

し た。 生 徒 の 立 ち 場 に な っ て 企 画 を し た り、チ ラ シ を 作 成 し た り、

直 接 生 徒 と 触 れ 合 っ た こ と を、 今 後、 生 徒 を 一 番 に 考 え た 教 員 と

し て の 生 き 方 に つ な げ て い き た い で す。

　 一 番 は や は り、 い じ め に つ い て さ ら に 考 え を 深 め る こ と が で き

た こ と で す。 い じ め は 完 全 に 無 く す こ と が で き な い か も し れ な

い。 た だ、い じ め を 無 く し て い く、防 止 し て い く、こ と は で き る。

そ れ が、 社 会 に お け る 暴 力 を 防 止 す る こ と に つ な が る の で は な い

か。 そ う 考 え る こ と が で き、 様 々 な 職 業 柄、 立 場 上 の 関 係 で 生 じ

る " す き 間 " を 埋 め る た め、 今 自 分 が で き る こ と を 考 え る き っ か

け を い た だ き ま し た。

Q1.

Q3.

Q5.

ある日の活動記録より

Q4.

Q2.
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活動報告 特定非営利活動法人　横須賀創造空間

「 三 浦 半 島 へ 人 を 呼 ぶ 」「 三 浦 半 島 の 魅 力 を 発 信 す

る」「地 域 の 交 流 を 促 す」 を テ ー マ に し て、 将 来 に

向けて人口減が進んでいる横須賀・三浦半島地域の

活性化を目指し、 積極的な人材交流や魅力の発信事

業などを行っています。

主な活動エリア：横須賀市

TEL：046-897-5035

FAX：046-897-5035

URL：http://www.yokosuka-souzou.jp

受入担当者名：江口　健介

活動内容 団体情報

インターン生　高橋　明日香さん ( 大学 3 年生）

　 同 じ イ ン タ ー ン 生 の 松 葉 君 と 共 に、 横 須 賀 を 知 り た い と い う 気

持 ち か ら 「横 須 賀 市 民 が 勧 め る お 店 は、 私 た ち も 市 外 の 人 に お 勧

め 出 来 る か ？」 を 目 的 に、 横 須 賀 グ ル メ マ ッ プ を 作 成 し ま し た。

メ ン バ ー の 方 に 協 力 し て い た だ き、 市 内 の お 店 の 人 に 取 材 し、 お

店 を 出 す 経 緯 や 横 須 賀 へ の 思 い な ど を 聞 き ま し た。 団 体 が 事 業 と

し て 運 営 す る コ ア ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス の ヨ コ ス カ テ ラ ス の 運 営 の

手 伝 い や、 ヨ コ ス カ テ ラ ス で の イ ベ ン ト の 参 加 等、 理 事 会 や Rg

ト ー ク 等 に も 参 加 し、 多 く の メ ン バ ー の 方 と 交 流 で き ま し た。

　 取 材 を 通 し て、「 生 ま れ 育 っ た 横 須 賀 を 誇 り に 思 う 」 と よ く 耳

に し ま し た。 地 元 を よ く し た い と い う 気 持 ち か ら 活 動 し て い る 人

達 を 見 て、 自 分 の 地 元 に 対 す る 見 方 が 変 わ り ま し た。 今 は 地 元 を

離 れ た い 気 持 ち が 強 い で す が、 将 来 は 地 元 に 戻 る 事 も 頭 の 隅 に 入

れ て お き ま す。 又、 幅 広 い 世 代 の 人 と 交 流 で き、 人 生 経 験 や 世 間

話 な ど、 今 後 「 あ の 時 あ の 人 が 言 っ て い た 事 は こ れ だ な …。」 と

思 う 時 が 来 る 気 が し ま す。 大 学 だ け の 狭 い 社 会 で 生 き て い た 私 で

す が、 こ の イ ン タ ー ン を 通 し て と て も 視 野 が 広 が り ま し た。

　 正 直、 イ ン タ ー ン 当 初 は 法 人 化 さ れ て 間 も な く、 受 け 入 れ 態 勢 が 整 っ て い な い 所 に 飛 び 込 み 不 安 も あ り ま し た。 し か し、 江 口 さ ん や

沢 山 の メ ン バ ー に お 世 話 に な り、 お 互 い 手 探 り の 中 こ の 活 動 を 成 し 遂 げ ら れ た 事 を 本 当 に 誇 り に 思 い ま す。 歴 史 が ま だ 浅 い 団 体 だ か ら

こ そ、 枠 に は ま ら ず 自 由 で 勢 い が あ り、 理 想 を ま さ に 創 造 す る 人 達 が 沢 山 集 ま っ て い ま す。 活 動 中 は そ ん な 人 達 と 関 わ る 事 で い つ も 刺

激 を 受 け い ま し た。 こ の 半 年 間、 団 体 の 成 長 や 変 化 を 間 近 で 見 れ、 と て も 貴 重 な 体 験 を さ せ て 頂 い た と 思 っ て い ま す。

　 今 回 の イ ン タ ー ン 活 動 で は、 自 分 の や り た い こ と を 具 体 化 し、

自 分 が 行 う こ と に 対 し て ど の よ う な 影 響 を 周 り に 与 え る の か、 ま

た、 そ の こ と を 達 成 す る た め に は ど の よ う に 計 画 を 立 て れ ば よ い

の か、 こ れ ら を 考 え る 機 会 が と て も 多 く あ り ま し た。 こ の 機 会 か

ら、 自 分 は 何 が し た い の か、 ど う す れ ば よ い の か を 常 に こ れ か ら

思 慮 深 く 考 え て い こ う と 思 い ま す。

　 ま た、 こ れ か ら 就 職 活 動 に む け、 今 回 の 経 験 を 糧 に 「人 生 何 が

あ る か わ か ら な い」 を 教 訓 に 頑 張 っ て い こ う と 思 い ま す。

　 横 須 賀 グ ル メ マ ッ プ 作 成 に あ た り、 メ ン バ ー の 方 の 取 材 を 同 行

さ せ て い た だ き、 取 材 の ノ ウ ハ ウ を 学 ん だ。 ま た、 取 材 し た 内 容

を 発 信 す る 方 法 と し て WordPress を 使 っ て の HP づ く り の 仕 方 も

メ ン バ ー の 方 に 教 え て い た だ き ま し た。

　 グ ル メ マ ッ プ づ く り 等 の 活 動 を 通 し て、 幅 広 い 年 代 の 方 と 話 す

こ と が で き、 そ の 人 の 生 き 方 や 活 動 に 対 す る 想 い な ど を 聞 く こ と

が で き ま し た。 色 々 な 方 と 話 す こ と で、 人 生 は 色 々 で あ り、 企 業

に 就 職 す る こ と だ け が 道 で は な く 色 々 な 道 が あ る と 学 び ま し た。

Q1.

Q3.

Q5.

Q4.

Q2.

Q1: イ ン タ ー ン の 期 間 中 、 ど の よ う な 活 動 を 行 い ま し た か ？ Q2： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 気 づ い た こ と や 学 ん だ こ と は 何 で す か ？ Q3： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 自

分 の 中 で ど の よ う な 変 化 が あ り ま し た か ？ Q4: イ ン タ ー ン の 活 動 で 得 た こ と を 、 こ の 先 ど の よ う に 活 か し た い で す か ？ Q5： 受 入 団 体 へ の メ ッ セ ー ジ を お 願 い し ま す 。
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受入担当者からのメッセージ
　 団 体 と し て も 初 め て の イ ン タ ー ン の 受 け 入 れ だ っ た こ と で、 受 入 側 と し て 一 緒 に 学 ば せ て も ら っ た 部 分 が と て も 多 か っ た

で す。 今 回 は 結 果 的 に 遠 い と こ ろ か ら イ ン タ ー ン に 通 っ て も ら う 形 に な り ま し た が、 そ ん な 中 で も メ ー ル 等 で 効 果 的 に 進 め

る こ と が で き ま し た。

　 内 容 に 関 し て、 よ そ の 地 域 か ら 若 い 人 が 来 て く れ た こ と に 対 し て NPO の メ ン バ ー が 予 想 以 上 に 大 き な 刺 激 を 受 け た 一 方

で、 イ ン タ ー ン の 二 人 に と っ て も 横 須 賀 と い う 一 つ の 地 域 に 根 付 い て 生 活 す る た く さ ん の 大 人 た ち に 出 会 え た こ と も ま た 価

値 あ る こ と だ と 思 い ま す。

　 イ ン タ ー ン 期 間 中 に 出 会 っ た 縁 を ぜ ひ 大 切 に、 こ れ か ら も 横 須 賀 を 故 郷 の 一 つ と し て 身 近 に 感 じ て も ら う と 嬉 し い で す。

インターン生　松葉　健太朗さん ( 大学 3 年生）

　 横 須 賀 の 町 を 知 る 事 か ら 始 め よ う と い う こ と で、 グ ル メ マ ッ プ

が 中 心 で し た。 ま た、 横 須 賀 テ ラ ス の イ ベ ン ト に 参 加 さ せ て い た

だ い た り、 企 画 も 手 伝 う よ う な 形 で 携 わ る 事 が で き ま し た。 イ ン

タ ー ン と し て の 活 動 を 自 分 た ち で 作 成 し た ブ ロ グ に ア ッ プ し た

り、 ブ ロ グ 作 成 に あ た っ て は 団 体 の 方 の お 力 を 沢 山 借 り る 事 と な

り、 団 体 内 で も 沢 山 の 人 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 取 れ た と 思 い ま

す。 ま た、 グ ル メ マ ッ プ の 作 成 過 程 で、 町 の 歴 史 や 人 々 の 思 い な

ど を 感 じ る 事 が で き、 と て も 貴 重 な 経 験 が で き ま し た。

　 自 分 を 見 つ め な お す き っ か け と な り ま し た。 イ ン タ ー ン 生 に は

年 上 も い れ ば 最 年 少 で 高 校 1 年 生 ま で い ま し た。 大 学 生 に 混 ざ り

必 死 に プ レ ゼ ン を 行 う 高 校 生 の 姿 に、 と て も 刺 激 を 受 け ま し た。

高 校 生 で 自 分 た ち と 同 じ 事 に 挑 ん で い る 彼 を 尊 敬 し ま す し、 自 分

も も っ と 頑 張 ら ね ば と 感 じ ま し た。 様 々 な 年 齢 の 方 が 参 加 し て お

り、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が と れ る の も、 こ の イ ン タ ー ン シ ッ プ の

大 き な 魅 力 だ と 思 い ま す。 私 自 身 不 安 も あ り つ つ 申 し 込 み ま し た

が、 何 事 も 恐 れ ず に 踏 み 込 ん で み る 事 も 大 事 だ と 感 じ ま し た。

　 半 年 間、 大 変 お 世 話 に な り ま し た。 正 直 こ の イ ン タ ー ン シ ッ プ が 無 か っ た ら こ れ か ら 先 も ず っ と 横 須 賀 に は 縁 の な い ま ま の 生 活 だ っ

た と 思 い ま す。 私 が 初 め て ヨ コ ス カ テ ラ ス に 行 っ た 時 に は 空 っ ぽ の 空 間 で 正 直 と て も 不 安 で し た。 そ れ が 刻 々 と 進 化 し て い く 過 程 を 共

に で き て と て も 充 実 し た 時 間 を 過 ご せ た と 思 い ま す。 た く さ ん の 方 と 出 会 え て、 色 々 な お 話 を 聞 け た こ と は 私 に と っ て と て も 刺 激 に な

り ま し た。 イ ン タ ー ン 1 期 生 と し て 何 か で き る こ と が あ れ ば で き る 限 り 駆 け つ け ま す ！ あ り が と う ご ざ い ま し た。

　 人 の つ な が り が と て も 大 切 だ と い う こ と を 強 く 感 じ ま し た。 市

民 活 動 の 楽 し さ や 必 要 性 を 強 く 感 じ、 こ れ か ら は 行 政 の 立 場 か ら

市 民 活 動 を 支 え て い き た い と い う 想 い も 固 ま り ま し た。 社 会 人 に

な っ て か ら も こ の よ う な 場 で た く さ ん の 市 民 と 出 会 い、NPO 法 人

な ど に 関 す る 知 識 を さ ら に 深 め て 社 会 に 貢 献 し て い き た い で す

　 知 ら な い 世 界 が 沢 山 あ る 事 を 知 り ま し た。 初 め て NPO に 携 わ

り、最 初 は 何 を し て い い の か 全 く わ か ら な い 状 態 で し た。実 際 や っ

て み る と や り た い 事 に 対 す る 強 い 意 志 が と て も 大 事 だ と 感 じ ま し

た。 地 域 に 求 め ら れ て い る 事 を 率 先 し て や る 事 も 大 事 で す が、 特

に 横 須 賀 創 造 空 間 で は 自 分 の や り た い 事 が 地 域 の 為 に な る な ら 何

で も い い ！ と い う ス タ ン ス だ っ た 気 が し ま す。 周 り の 方 が 生 き 生

き と し た 空 間 を 作 っ て く だ さ り、 そ の 中 で と て も 充 実 し た 活 動 で

き、 地 域 に は こ の 様 な 人 達 が 必 要 な ん だ ろ う な と 感 じ ま し た。

Q1.

Q3.

Q5.

Q4.

Q2.
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活動報告 チャリティーサンタ湘南支部

12 月 24 日 に 応 募 が あ っ た ご 家 庭 に 「サ ン タ ク ロ ー

ス」 として訪問し、 子ども達へ 「夢」 と 「笑顔」 を

届けます。 その時に頂いたチャリティー金で世界中

の 子 ど も 達 を 笑 顔 に す る た め の 支 援 を 行 っ て い ま

す。

主な活動エリア：茅ヶ崎市・藤沢市

TEL：090-8877-5961

FAX：無し

URL：http://www.charity-santa.com/

受入担当者名：城田　正樹

活動内容 団体情報

インターン生　秋友　亮輔さん ( 大学 1 年生）

　4 月 か ら 8 月 頃 は、 公 園 （茅 ヶ 崎 が 主） で 子 供 た ち と 遊 ぶ イ ベ

ン ト に 参 加 し た り、毎 月 の 団 体 定 例 会・MTG に 参 加 し て い ま し た。

新 し い ス タ ッ フ と 仲 良 く な る 為 の ピ ク ニ ッ ク や 一 緒 に ご 飯 を 食 べ

る イ ベ ン ト に も 参 加 し て い ま し た。9 月 以 降 は 12 月 24 日 の イ ベ

ン ト に 向 か っ て 担 当 ご と に 活 動 し、11 月 以 降 は 説 明 会 や サ ン タ

ク ロ ー ス の 講 習 会 （ 団 体 PR、 当 日 の PR 等 ） を 毎 週 行 い、 参 加 し

ま し た。 団 体 の 活 動 と は 別 に、 学 生 団 体 の メ ン バ ー さ ん と ボ ラ ン

テ ィ ア の 意 識 調 査 ア ン ケ ー ト を 作 成 し ま し た。

　 イ ン タ ー ン シ ッ プ 参 加 前 と 参 加 後 で は 全 体 の 認 知 度 （自 分 の 中

で、 そ し て 活 動 内 容 の） に 大 き く 差 が あ る の は 当 然 で す が、 自 分

の 活 動 を し つ つ 時 々 別 の 団 体 の 学 生 と 話 し て 交 流 す る こ と が 出 来

た の で、 気 持 ち を 新 鮮 に 保 つ こ と が 可 能 だ っ た な と 思 い ま す。

　 も っ と 学 生 と ボ ラ ン テ ィ ア に つ い て 交 流 し た い と い う 思 い が 強

く な り ま し た が、 イ ン タ ー ン の 構 成 上 仕 方 の な い 事 か も し れ ま せ

ん が、 月 一 回 の MTG に 他 の 予 定 が 重 な る と、 次 の 学 生 と の 交 流

ま で 大 き く 日 が 空 い て し ま う の が 難 点 だ と 思 い ま し た。

　 一 年 間、 沢 山 の イ ベ ン ト に 参 加 さ せ て 頂 き、 有 難 う ご ざ い ま し た。 子 ど も に 目 を 向 け た ボ ラ ン テ ィ ア に 初 め て 関 わ り、 た だ た だ 新 鮮

で し た。 単 純 な 様 で 奥 が 深 い 子 ど も の 事 を 理 解 す る に は 一 年 や 二 年 で は 足 り な い と 思 い、 複 雑 な が ら も 挑 戦 心 で 満 た さ れ て い ま す。 こ

れ か ら も 活 動 に 関 わ ら せ て 頂 き た い で す。 新 た に 自 分 の 目 標 と す る 事、 活 動 し た い 事、 自 分 の 出 し て い き た い 気 持 ち や 考 え を 持 っ て 活

動 に 参 加 し、 団 体 に 有 意 義 な も の を も た ら す 事 が で き た ら と 思 い ま す。 一 年 間 有 難 う ご ざ い ま し た。 こ れ か ら も 宜 し く お 願 い し ま す。

　 イ ン タ ー ン シ ッ プ の 活 動 か ら、 も っ と 学 生 と 交 流 し た い 気 持 ち

が 強 く な っ た の で、 活 動 内 で も 既 に 動 き は 始 め て い ま し た が、 大

学 毎 に あ る ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 と 交 流 を し て い き た い と 思 っ て い ま

す。 学 生 の フ ッ ト ワ ー ク の 軽 さ、 若 い な が ら も 何 か に 熱 い 思 い を

向 け て 心 意 気 を、 あ る 種、 師 と し て も 受 け 入 れ つ つ、 互 い の イ

ベ ン ト の 交 流、 互 い の 団 体 の PR を 兼 ね た 交 流 等 を 共 有 し て い き、

結 果 そ れ ぞ れ の 地 域 に 活 気 を 増 や す 足 が か り と な れ ば 良 い な と 考

え て い ま す。

　 イ ン タ ー ン シ ッ プ に 参 加 す る ま で に も、 チ ャ リ テ ィ ー サ ン タ 湘

南 支 部 の イ ベ ン ト や MTG に は 参 加 し て い ま し た が、 あ ま り 団 体

の 全 貌 を 知 る こ と が 出 来 て い ま せ ん で し た。 活 動 時 間 数 に ノ ル マ

が あ る た め、 積 極 的 に 活 動 に 参 加 し よ う と い う 気 持 ち が 強 ま り ま

し た。 そ の た め、 団 体 内 の 事 を つ か む の に も あ ま り 時 間 が か か ら

な か っ た 印 象 で す。 す べ て の 活 動 を 報 告 書 に ま と め る こ と で、 自

分 の こ れ ま で の 動 き を チ ェ ッ ク し つ つ 新 た な 活 動 を す る こ と が 出

来 た と 思 い ま す。

Q1.

Q3.

Q5.

Q4.

Q2.

Q1: イ ン タ ー ン の 期 間 中 、 ど の よ う な 活 動 を 行 い ま し た か ？ Q2： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 気 づ い た こ と や 学 ん だ こ と は 何 で す か ？ Q3： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 自

分 の 中 で ど の よ う な 変 化 が あ り ま し た か ？ Q4: イ ン タ ー ン の 活 動 で 得 た こ と を 、 こ の 先 ど の よ う に 活 か し た い で す か ？ Q5： 受 入 団 体 へ の メ ッ セ ー ジ を お 願 い し ま す 。
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受入担当者からのメッセージ
　 イ ン タ ー ン 生 と し て、 団 体 を 一 緒 に 盛 り 上 げ て く れ て あ り が と う。 イ ン タ ー ン で の 経 験 が ２ 人 に と っ て、 自 信 が つ く 経 験

に な っ て い た ら 素 敵 だ な と 思 っ て い ま す。 イ ン タ ー ン で 学 ん だ こ と は 今 後 の 人 生 に も き っ と 役 に 立 つ と 思 う か ら、 改 め て 自

分 が イ ン タ ー ン で 何 を 学 ん だ か を 考 え る こ と が と て も 大 切 だ と 思 う よ。 人 生 一 度 し か な い か ら、 自 分 が や り た い こ と を や ろ

う ！ 迷 っ て る な ら、 ま ず、 動 く こ と。 動 い た ら 必 ず 結 果 が つ い て く る か ら ね。

インターン生　本間　和樹さん ( 大学３年生）

　 他 支 部 と の Skype を 通 し て、 近 況 報 告 や 相 談 に 乗 っ て も ら っ た

り し た。 説 明 会 ・ 講 習 会 の 企 画 運 営 で、 実 際 に プ レ ゼ ン を し た。

MTG の 司 会 進 行 で、 メ ン バ ー の 中 心 と な り 会 議 を 進 行 し た。

　 支 部 の メ ン バ ー で 足 り て い な い タ ス ク の 補 完 作 業 で、 少 し で も

メ ン バ ー が 働 き や す い 環 境 づ く り を し た。 各 担 当 か ら、 現 状 報 告

を 聞 き 出 し た。

　 サ プ ラ イ ズ さ れ た の が 嬉 し く て、 誰 か を サ プ ラ イ ズ を し て 喜 ば

せ た い と 思 っ た。

今 年 の イ ブ は、 サ ポ ー ト サ ン タ を や ら せ て 頂 い て 時 に、 親 御 さ ん

か ら と て も 感 謝 さ れ た の で、 自 分 も 些 細 な こ と で も 感 謝 し よ う と

思 っ た。

自 分 だ け で な く 誰 か と 成 長 で き た 嬉 し さ を 感 じ る こ と が で き た。

　 チ ャ リ テ ィ ー サ ン タ 湘 南 支 部 の 皆 様 へ。 イ ン タ ー ン シ ッ プ を 受 け 入 れ て 下 さ っ て あ り が と う ご ざ い ま す。 チ ャ リ テ ィ ー サ ン タ 湘 南 で

イ ン タ ー ン シ ッ プ を 出 来 た こ と は、 と て も 貴 重 な 経 験 に な り ま し た し、 切 磋 琢 磨 し な が ら チ ャ リ テ ィ ー サ ン タ 湘 南 支 部 を 盛 り 上 げ る こ

と が で き た と 思 っ て い ま す。 ま た、チ ャ リ テ ィ ー サ ン タ 湘 南 支 部 の 皆 様 と 素 敵 な ク リ ス マ ス イ ブ を 過 ご せ た の も ご 縁 だ と 思 っ て い ま す。

今 年 も 皆 様 と 一 緒 に ク リ ス マ ス イ ブ を 過 ご せ た ら と 思 い ま す。 今 後 と も よ ろ し く お 願 い 致 し ま す。

　 こ の イ ン タ ー ン で 特 に 大 き く 得 た こ と は、 誰 か と 成 長 で き た 嬉

し さ を、 社 会 人 に な っ て か ら も 成 長 で き た 嬉 し さ を 感 じ た い。

初 め て、 サ プ ラ イ ズ さ れ た こ と も あ り、 こ の 経 験 を 誰 か に 味 わ っ

て も ら い 多 く の 人 を 喜 ば せ た い。

　 重 複 す る 部 分 で あ る が、 些 細 な こ と で も 感 謝 す る こ と を 心 が け

る よ う に な っ た。

　 チ ャ リ テ ィ ー サ ン タ に 関 わ っ て く れ た 人 に 対 し て の 信 頼 関 係 の

大 切 さ や、 ボ ラ ン テ ィ ア だ け れ ど も 資 金 の 大 切 さ を 気 づ い た。 ま

た、 人 に 任 せ る こ と で 自 分 だ け で な く、 自 分 が 任 せ た 人 も 成 長 で

き る こ と も 学 ん だ。 加 え て、 自 分 も も ち ろ ん チ ャ リ テ ィ ー サ ン タ

を 多 く の 方 々 に 支 え ら れ た。 さ ら に は、 チ ャ リ テ ィ ー サ ン タ の 新

年 会 の 時 に サ プ ラ イ ズ を さ れ た の が 嬉 し か っ た。

Q1.

Q3.

Q5.

Q4.

Q2.

○ 子 ど も と 遊 ぶ プ ロ グ ラ ム で は、 子 ど も に 慣 れ て き た こ と が、 相 手 に 伝 わ っ た の か 子 ど も か ら 気 軽 に 話 し か け て く れ る よ う に な っ た。

○ 打 ち 合 わ せ 会 場 の 手 配 を す る に あ た り、 事 前 調 査 を し っ か り や る と ス ム ー ズ に 予 約 で き る こ と が わ か っ た。

（イ ン タ ー ン 生 　 秋 友 　 亮 輔）

○ 支 部 の 中 で の リ ー ダ ー 役 を 任 さ れ た こ と で、 他 支 部 と の 会 議 や イ ブ ま で の 動 き の 把 握 な ど 全 体 が 見 え る よ う に な っ た。

○ サ ン タ 講 習 会 で、 配 布 資 料 の 準 備、 説 明 の 仕 方 の 工 夫 な ど 会 を 重 ね る ご と に 上 手 く な っ た。 　 　 　 　 　（イ ン タ ー ン 生 　 本 間 　 和 樹）

ある日の活動記録より
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活動報告 藤沢市民まつり実行委員会

今 年 で 41 回 目 と な る 藤 沢 市 で 開 催 さ れ て い る 最 も

大きなイベント 「藤沢市民まつり」 の企画・運営を

する団体です。 商工会議所、商店街連合会、藤沢市、

NPO、 市 内 4 大 学 の 学 生 と、 様 々 な メ ン バ ー が 主 体

となり活動をしています。

主な活動エリア：藤沢市

TEL：080-5957-0677

FAX：無し

URL：http://komorebigarden-akihadai41.jimdo.com/

受入担当者名：桜井　光

活動内容 団体情報

インターン生　小山　優子さん ( 大学 3 年生）

　9 月 27・28 日 に 開 催 さ れ た “ 第 41 回 藤 沢 市 民 ま つ り ” 秋 葉 台

会 場 ・ 遊 行 寺 会 場 ”　 の 企 画 ・ 運 営 に 携 わ り、 主 に、 音 楽 ス テ ー

ジ 企 画・運 営、ECO に 関 す る PR 企 画 （ご 当 地 キ ャ ラ ECO 推 進 隊）

の 企 画 ・ 運 営 を 行 っ た。 具 体 的 に は、 自 分 の 考 え を 企 画 と し て 形

に す る こ と。 ま た、 当 日 に 向 け て、 出 演 者 と の 連 絡 調 整 ・ 資 料 作

成 ・ 出 演 者 PR 動 画 作 成 （広 報 用）・ 説 明 会 の 開 催 ・ ス ケ ジ ュ ー ル

管 理 ・ 他 の イ ベ ン ト の 視 察 等。 当 日 の ス テ ー ジ 補 佐 な ど、 様 々 な

活 動 を 行 っ た。

　 こ の 活 動 を 通 し て 地 域 と 関 わ る こ と に よ り 関 心 を 持 て る 様 に

な っ た。 以 前 は 自 分 の 住 む 街 の こ と を あ ま り 知 ろ う と し な か っ た

が、 最 近 は 街 の イ ベ ン ト 等 に 興 味 を も ち、 活 動 に 参 加 す る 機 会 も

増 え て き た。 そ う い っ た 地 域 に 関 わ る 活 動 を 楽 し い と 思 え る よ う

に な っ た の も、 自 分 の 中 で 変 化 し た こ と で あ る。 ま た、 団 体 の 一

員 と し て 活 動 す る 中 で、 作 業 の 質 や 効 率 を、 少 し 底 上 げ で き た の

で は な い か と 感 じ る。 多 く の 社 会 人 の 方 と 関 わ る 機 会 も 多 く、 社

会 で 働 く こ と に つ い て 考 え た り、 目 を む け る こ と も 多 く な っ た。

　 受 け 入 れ て 下 さ り 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま す。 多 く の 事 を 体 験 し、 学 べ ま し た。 壁 に ぶ つ か る 度 に 的 確 な ア ド バ イ ス を 下 さ り、 お

か げ で 乗 り 越 え ら れ ま し た。 ま た、 私 の 立 案 し た 企 画 を、 全 力 で サ ポ ー ト し て い た だ い た お か げ で 無 事 に 形 と な り ま し た。 当 日 は、 来

場 者 の 方 が 楽 し ん で い る 様 子 を 見 な が ら、 自 分 の 思 い を 表 現 す る 嬉 し さ と 達 成 感 を 味 わ い、 本 当 に 貴 重 な 半 年 間 と な り ま し た。 地 域 活

動 に 関 わ る 楽 し さ を 知 れ た の も 私 に と っ て 大 き い で す。 半 年 間 で 学 ん だ 事 を 今 後 生 か し て い き た い で す。 半 年 間 有 難 う ご ざ い ま し た。

　 こ の 活 動 を 通 し て 得 た、 地 域 活 動 に 対 す る 関 心 を 今 後 も 持 続 さ

せ て い き た い と 思 う。 具 体 的 に は、 街 の 活 動 に 今 後 も 積 極 的 に 参

加 し た り、 自 分 に 出 来 る こ と を 模 索 し て い き た い。 ま た、 活 動 を

通 し て 学 ん だ “ い か に 自 分 の 思 い を 伝 え る か ” を 今 後 の 生 活 の 中

で も 考 え 実 践 し て ゆ き た い。 今 回 の イ ン タ ー ン を 通 し て、 繋 が れ

た 仲 間 や 地 域 の 方 々 も た く さ ん い る の で、 そ う い っ た 繋 が り も 大

事 に し て い き た い。 そ し て、 ま た い つ か 自 分 で イ ベ ン ト の 企 画 な

ど に 関 わ り、 地 域 を 盛 り 上 げ る 活 動 に 参 加 し た い と 思 っ て い る。

　 イ ン タ ー ン を 通 し て、 様 々 な 人 が 街 を 盛 り 上 げ る た め に 頑 張 っ

て い る と い う こ と を 知 る こ と が で き た。 ま た、 今 ま で 見 過 ご し て

き て い た が、 藤 沢 で 様 々 な 地 域 で の 活 動 が 行 わ れ て い る こ と に 気

づ く こ と が で き た。 学 ん だ こ と と し て は、 ど ち ら か と い え ば、 自

分 の 思 い を 表 現 す る の が 苦 手 な ほ う で あ っ た の だ が、 企 画 運 営 な

ど を 通 し て、 自 分 の 考 え を 積 極 的 に 伝 え る こ と の 大 切 さ を 学 ん

だ。 他 に も 作 業 を 通 し て、 事 務 的 な ス キ ル を 向 上 さ せ る こ と も で

き た。

Q1.

Q3.

Q5.

Q4.

Q2.

Q1: イ ン タ ー ン の 期 間 中 、 ど の よ う な 活 動 を 行 い ま し た か ？ Q2： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 気 づ い た こ と や 学 ん だ こ と は 何 で す か ？ Q3： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 自

分 の 中 で ど の よ う な 変 化 が あ り ま し た か ？ Q4: イ ン タ ー ン の 活 動 で 得 た こ と を 、 こ の 先 ど の よ う に 活 か し た い で す か ？ Q5： 受 入 団 体 へ の メ ッ セ ー ジ を お 願 い し ま す 。
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受入担当者からのメッセージ
　 市 民 ま つ り、 と い う そ の 土 地 特 有 の お 祭 り の 企 画 運 営、 出 身 地 が 藤 沢 で は な い こ と も あ り、 慣 れ な い 事 も 多 か っ た の で は

な い で し ょ う か。

　 そ ん な 中、 普 段 の 接 点 の な い 20 組 に 及 ぶ 藤 沢 の ア ー テ ィ ス ト や レ デ ィ オ 湘 南 な ど の ス テ ー ジ 関 係 者、 ま た 15 以 上 の ご 当

地 キ ャ ラ、 そ れ を 今 ま で の 経 験 で 力 を つ け た 企 画 力 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 を 発 揮 し ま と め あ げ た 小 山 さ ん、 持 ち 前 の 行 動

力 や 粘 り 強 さ を 発 揮 し、 丁 寧 に 40 店 近 く の 出 店 者 に 連 絡 を し、 当 日 も ト ラ ブ ル な く 進 行 し て く れ た 須 貝 さ ん （特 に 遊 行 寺

で の ナ マ ー ズ 先 生 は 子 ど も 達 に 大 人 気 で し た）、2 人 の 力 で と て も 楽 し い お 祭 り に な り ま し た。

　 ど う も あ り が と う ！ メ ン バ ー 一 同、2 人 の 頑 張 り に 感 謝 し て い ま す。 ま た 時 間 が で き た ら 遊 び に き て く だ さ い ね。

インターン生　須貝　里美さん ( 大学 3 年生）

　 藤 沢 市 民 ま つ り 秋 葉 台 会 場 の 出 店 者 管 理 を 行 い ま し た。 会 場 の

下 見 （ レ イ ア ウ ト の 測 定 ）、 出 店 団 体 の 選 出 ・ 申 請 （40 団 体 程 度

と や り 取 り ）、 ま た 出 店 団 体 へ の メ ー ル や 電 話 に よ る 問 い 合 わ せ

作 業 （随 時） を 行 い ま し た。 今 ま で に も 学 内 の 活 動 な ど で 地 域 の

方 々 と や り 取 り す る こ と は あ り ま し た が、 電 話 や メ ー ル ・ 書 面 な

ど と い っ た 手 段 を 使 っ て、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る こ と は あ ま

り な く、 ど ち ら か と い え ば 苦 手 な 作 業 で し た が、 あ え て そ こ に 多

く の 時 間 を 充 て る こ と を 担 当 の 方 と 話 し て 決 め ま し た。

　 イ ベ ン ト な ど で 臨 機 応 変 に 動 く こ と や、 以 前 の イ ン タ ー ン 先 で

学 ん だ ホ ス ピ タ リ テ ィ ・ そ の 場 そ の 場 で 適 切 な 対 応 を と る こ と、

に は 自 信 が あ り ま し た。 そ の 反 面、 細 か い 作 業 を 時 間 通 り に、 と

い っ た こ と は 苦 手 意 識 が あ り ま し た。

　 今 回、 時 間 管 理 の 大 切 さ を 学 ん だ こ と で、 自 分 の 苦 手 と し て い

た 「 計 画 性 」 を 少 し 克 服 す る こ と が で き、 “ ほ う れ ん そ う ” を 徹

底 す る こ と が 大 切 だ と 気 づ い た こ と で、 普 段 の 活 動 に 活 か せ る 学

び を 得 る こ と が で き ま し た。

　 短 い 間 で し た が、 お 世 話 に な り ま し た。 今 回 学 ん だ こ と を 活 か

し 日 々 精 進 し て い き た い と 存 じ ま す。 あ り が と う ご ざ い ま し た。

　 就 職 活 動、 そ れ に 限 ら ず 今 後 自 分 が 進 ん で 行 き た い 道 に 向 け

て、 今 回 の イ ン タ ー ン で 学 ん だ 「計 画 性」 と、 よ り 自 信 を つ け る

こ と の 出 来 た 「行 動 性」 を 活 か し て、 取 り 組 見 た い と 思 い ま す。

　 ま た 成 果 発 表 会 に 向 け た 資 料 作 成 や 動 画 作 成 で 得 た 経 験 を 活 か

し て、 自 己 表 現 し て い き た い で す。

　 お 店 ・ 団 体 の 代 表 者 と 直 接 や り 取 り を 行 う こ と で メ ー ル ・ 電 話

を す る 際 の マ ナ ー を 学 び ま し た。 ま た、 複 数 の 書 類 を 作 成 し て い

く に あ た っ て パ ソ コ ン の 技 術 と 共 に 時 間 管 理 方 法 を 学 び ま し た。

最 初 予 定 通 り に 作 業 が 進 ま ず、 上 司 へ の 報 告 が 事 後 報 告 に な っ て

し ま っ た 際 に “ ほ う れ ん そ う ” の 大 切 さ を 学 び ま し た。 自 分 自 身

の 作 業 が 遅 れ て い て も、 し っ か り と 相 談 や 報 告 を す る こ と で、 周

囲 の サ ポ ー ト を 受 け る こ と が で き、 全 体 の ス ケ ジ ュ ー ル へ の 影 響

も 少 な い、 な ど 実 感 を 得 な が ら 学 ぶ こ と が で き ま し た。

Q1.

Q3.

Q5.

Q4.

Q2.

○ 市 民 ま つ り 当 日、 反 省 点 は あ る け れ ど、 と り あ え ず 自 分 の 企 画 が 形 に な っ た こ と が 本 当 に 嬉 し か っ た。

○ 作 業 内 容 を し っ か り 確 認 し て、 予 定 時 間 内 に こ な す こ と が で き た。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（イ ン タ ー ン 生 　 小 山 　 優 子）

○ ひ と つ ひ と つ 丁 寧 に 作 業 で き た。 誰 の た め に、 何 の た め の 作 業 か を 考 え な が ら 行 う こ と を 学 ん だ。

○ 忙 し い 中 で も 確 実 な 作 業 が で き る よ う に な り た い。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（イ ン タ ー ン 生 　 須 貝 　 里 美）

ある日の活動記録より
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活動報告

地域課題でもある遊休農地を、 市民の健康福祉の為

に有効活用する２つの事業を通じて地域貢献を行っ

ています。

① 市 民 農 園 (99 人 利 用 中 ) ② 福 祉 農 園 ( 障 が い 者、

認知症高齢者などへの園芸療法目的の野菜農園 )

主な活動エリア：藤沢市

TEL：0466-35-2984

FAX：0466-35-2984

URL：http://shimin-nouen.jimdo.com/

受入担当者名：岩田　和久

活動内容 団体情報

インターン生　福田　友裕さん ( 大学 3 年生）

　 遊 休 農 地 を 園 芸 療 法 目 的 に 活 用 し て い る 福 祉 農 園 で の 活 動。

　 　 １）野 菜 栽 培 の 農 作 業（草 取 り、里 芋 収 穫、苗 の 植 え 付 け な ど）

　 　 ２） 来 園 す る 障 が い 者 た ち の 収 穫 作 業 お 手 伝 い

　 　 ３）HP の リ ニ ュ ー ア ル 作 業

　 会 の 実 働 メ ン バ ー で あ る 高 齢 者 と の 共 同 作 業 に、 最 初 は 戸 惑 い

も あ り ま し た が、 一 員 と し て 接 し て く れ 結 構 楽 し く 過 ご せ ま し

た。 ま た、HP の リ ニ ュ ー ア ル に は 貢 献 で き た と 思 い ま す。

　 厳 し い 自 然 環 境 に も か か わ ら ず、 ボ ラ ン テ ィ ア 高 齢 者 の 手 際 よ

い 農 作 業 を 見 て、 そ の 馬 力 に 圧 倒 さ れ ま し た。 こ う い っ た 地 域 貢

献 も あ り か と 思 い、 良 い 勉 強 に な り ま し た。 ま た そ の 厳 し さ と 情

熱 に 対 し て 見 習 わ な け れ ば と 思 い ま し た。

　 障 が い 者 の 収 穫 作 業 を 手 伝 っ て も ら う 機 会 が 3 回 あ り ま し た

が、 障 が い 者 の 1 人 が 何 度 も 「福 田 君」 と 呼 ん で く れ、 自 分 と の

再 会 を 心 待 ち に し て く れ て い た こ と が 分 か り、 感 動 し ま し た。

○ 夏 場 は 草 取 り が 続 く。 草 と の 戦 い。

○ 畑 の 周 り の 草 取 り 中 央 通 路 の 整 備 な ど 体 力 勝 負 の 作 業 が 多 い。

○ 収 穫 体 験 の 前 段 階 で の、 サ ツ マ イ モ の つ る 返 し や 里 芋 掘 り の 準

　 備 な ど。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（イ ン タ ー ン 生 　 福 田 　 友 裕）

● 最 初 は 農 作 業 に 戸 惑 い も 見 ら れ た が、 真 面 目 に 取 り 組 ん で く れ

　 て い る。

● HP リ ニ ュ ー ア ル 作 業 で は、PC 操 作 に 実 力 を 発 揮 し て く れ て 大

　 助 か り で す。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（受 入 担 当 　 岩 田 　 和 久）

　 世 の 中 に は 色 ん な 社 会 貢 献 を し て い る 市 民 活 動 団 体 が あ る こ と を 知 っ て 貰 い 将 来 「一 隅 を 照 ら す」 存 在 に な る こ と を 期 待 し て

い ま す。

Q1.

Q3.

Q4.

ある日の活動記録から

Q2.

Q1: イ ン タ ー ン の 期 間 中 、 ど の よ う な 活 動 を 行 い ま し た か ？ Q2： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 気 づ い た こ と や 学 ん だ こ と は 何 で す か ？ Q3： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 自

分 の 中 で ど の よ う な 変 化 が あ り ま し た か ？ Q4: イ ン タ ー ン の 活 動 中 で 、 印 象 に 残 っ た こ と は 何 で す か ？

受入担当者からのメッセージ

特定非営利活動法人　市民農園を拡げる会
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未来を拓く人や組織が輝きを増すために、 ＮＰＯが

公益の担い手となり、 ＮＰＯへの信頼と共感の輪を

広げていきます。 また、 人と人、 人とモノ、 人とコ

トが有機的に繋がり 「新しい価値や化学反応が生ま

れる」 場をつくります。

主な活動エリア：茅ヶ崎市

T E L：080-6255-7546

FAX：0467-88-7546

URL：http://sapochiga-mirai.com/

受入担当者名：堀江　貞子

活動内容 団体情報

インターン生　杉本　美晴さん ( 大学 2 年生）

　 自 主 事 業 の 「企 業 と NPO の マ ッ チ ン グ プ ロ ジ ェ ク ト」 の 一 つ、

C-square（地 域 の 為 の コ ミ ュ ニ テ ィ ス ペ ー ス） で 行 わ れ る NPO 法

人 ・ 市 民 団 体 主 催 の イ ベ ン ト で 準 備 や 片 付 け を 行 い、 イ ベ ン ト 後

に ブ ロ グ や facebook に て 情 報 発 信 を 行 っ た。 そ れ に お け る 事 務

作 業、 議 事 録 の 作 成。 ま た、 自 主 イ ベ ン ト 「企 業 Ｘ Ｎ Ｐ Ｏ Ｘ 大 学

Ｘ 行 政 の 交 流 サ ロ ン」 に て 団 体 紹 介 資 料 を 制 作 し、 当 日 は 総 合 司

会 を 務 め た。 そ の 後 C-square に て 「東 北 物 産 市 ＆ 編 ん だ も ん だ ら

ワ ー ク シ ョ ッ プ」 を 企 画 し、 運 営。

　NPO 法 人 や 市 民 団 体 と 関 わ る こ と が 出 来 た こ と で、 様 々 な こ と

に 気 づ き 学 び、 地 元 か ら 離 れ て 様 々 な 活 動 を し て い た 私 と し て は

地 元 を な お ざ り に し て い た こ と に 罪 悪 感 を 覚 え た。 地 元 の こ と を

何 も 考 え ず に 過 ご し て い た 生 活 か ら、 日 々 地 元 に 密 着 し て 活 動 し

て い く よ う に な っ た こ と で、 茅 ヶ 崎 の 町 を も っ と 面 白 く、 楽 し い

街 に し た い。 そ う す る た め に は も っ と 若 者 の ア イ デ ア や 知 恵 が 必

要 な の か と お も い、 地 元 に 何 か 私 の 力 を 還 元 し て 街 を 元 気 に で き

る よ う な 活 動 を し た い と 心 境 が 変 化 し た。

　 地 元 に 特 化 し て 沢 山 の NPO 法 人 と 関 わ れ る 活 動 が 出 来 た の は

初 め て で し た。 学 生 が 私 一 人 と い う 環 境 が 私 に と っ て 刺 激 的 で、

社 会 勉 強 に な り ま し た。 益 永 事 務 局 長 と 堀 江 さ ん が 語 る、 茅 ヶ 崎

の 中 心 で 活 動 す る 団 体 だ か ら こ そ 感 じ る NPO 法 人 や 市 民 活 動 団

体 の 運 営 や 団 体 へ の 関 わ り 方 の 難 し さ に は 刺 激 を 受 け、 私 自 身 の

課 題 に も な り ま し た。 と て も 視 野 の 広 が っ た 半 年 間 で し た、 あ り

が と う ご ざ い ま し た。

　 今 後 イ ン タ ー ン を 行 っ た こ と で 感 じ た、 茅 ヶ 崎 を 元 気 に し た い

と い う 気 持 ち を 実 現 す る た め に、 湘 南 地 域 で 行 わ れ る 何 か し ら の

プ ロ ジ ェ ク ト に ま た 参 加 し た い と 思 う。 そ こ で、 こ れ ま で の 活 動

を 通 じ て 得 る こ と が 出 来 た NPO 法 人 や 市 民 活 動 団 体 の 方 々 と の

つ な が り を 生 か し、 様 々 な 団 体 さ ん と コ ラ ボ す る こ と で 自 分 の 活

動 で き る 幅 を 広 げ て い き た い と お も う。 ま た、 活 動 の 中 で 感 じ た

NPO 法 人 や 市 民 活 動 団 体 の 抱 え る 課 題 を 解 消 で き る よ う に 提 案

し て い け る よ う な 活 動 を し た い。

　 社 会 へ の 発 信 力 を 身 に つ け た い と い う 目 標 に 軸 足 を 置 き、NPO の 情 報 収 集 ・ 発 信 を 集 中 的 に 担 っ て 頂 き ま し た。 抜 群 の セ ン ス

と 感 の よ さ で Ｎ Ｐ Ｏ の 価 値 を 発 信 し ま し た ね。 多 く の NPO と 接 し、 活 動 を 知 る 学 び の 場 と な っ た 事 で し ょ う。 ま た 自 団 体 主 催

の イ ベ ン ト で は Ｎ Ｐ Ｏ の 一 員 と し て 役 割 を 果 た し、 コ ー デ ィ ネ ー ト の 意 義 を 実 践 し ま し た。

　NPO 法 人 に イ ン タ ー ン す る 事 で、 今 ま で 市 政 が や っ て い る と

思 っ て い た 事 は NPO 法 人 や 市 民 活 動 が 行 っ て い る と 気 づ き （ 自

転 車 の 左 側 走 行 促 進・母 親 の 子 育 て 支 援 等）、 こ れ ら の 活 動 を 知 っ

た こ と で 茅 ヶ 崎 市 と NPO が 濃 密 に 関 わ り、 協 力 し あ い な が ら 活

動 し て い る 事 を 学 べ た。NPO が 地 域 で 活 動 す る 意 義 は、 地 域 の

方 々 に 茅 ヶ 崎 の 歴 史 ・ 文 化 を 伝 え、 市 政 だ け で は 出 来 な い よ り 良

い 有 意 義 な 生 活 を 茅 ヶ 崎 で 送 る こ と が 出 来 る よ う に な る こ と だ と

考 え、NPO の 存 在 価 値 に 気 付 く こ と が 出 来 た。

Q1.

Q3.

Q5.Q4.

Q2.

Q1: イ ン タ ー ン の 期 間 中 、 ど の よ う な 活 動 を 行 い ま し た か ？ Q2： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 気 づ い た こ と や 学 ん だ こ と は 何 で す か ？ Q3： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 自

分 の 中 で ど の よ う な 変 化 が あ り ま し た か ？ Q4: イ ン タ ー ン の 活 動 で 得 た こ と を 、 こ の 先 ど の よ う に 活 か し た い で す か ？ Q5： 受 入 団 体 へ の メ ッ セ ー ジ を お 願 い し ま す 。

受入担当者からのメッセージ

特定非営利活動法人　NPO サポートちがさき

25地域でつながるワカモノ× NPO インターンシッププログラム 2014 WA K A M O N O × N P O
INTERNSHIP PROGRAM



活動報告

ボディ、 マインド、 スピリットのバランスを考えな

がらこれからの国際人に必要な英語・コミュニケー

ションスキルと多文化意識を身につけることを大切

にするオリジナルプログラムを提供している英語の

多文化スクールです。

主な活動エリア：藤沢市

T E L：0466-47-9986

FAX：0466-47-2769

URL：http://www.harmonyjp.com/

受入担当者名：松本　みどり・武田　牧子

活動内容 団体情報

インターン生　中間　千尋さん ( 大学 4 年生）

　 主 に 子 ど も の 工 作 準 備 と デ イ ケ ア の 子 ど も の お 世 話 の お 手 伝 い

を し て お り ま し た。 幼 稚 園 に は 2 歳 か ら 6 歳 ま で の 子 ど も が 通 っ

て い ま す。 彼 ら が 工 作 を す る 時 に、 ま だ 難 し い 部 分 を 先 生 や 私 を

含 め た ボ ラ ン テ ィ ア が 準 備 し て い ま し た。 幼 稚 園 が 終 わ り、 親 御

さ ん が お 迎 え に 来 る ま で デ イ ケ ア で 子 ど も を 預 か っ て い ま す。 そ

の 子 ど も た ち と 英 語 で お 話 し た り、遊 ん だ り し て い ま し た。 ま た、

冬 季 期 間 の ウ ィ ン タ ー ス ク ー ル に ア シ ス タ ン ト と し て 関 わ り、 イ

ベ ン ト に も ス タ ッ フ と し て 参 加 さ せ て い た だ き ま し た。

　 一 番 大 き な 変 化 は、「 幼 稚 園 の 先 生 に な り た い か も 」 と 確 か で

は な か っ た 気 持 ち が、「将 来 幼 稚 園 の 先 生 に な る」 と 確 信 的 に な っ

た 事 で す。 活 動 を 通 じ て 幼 稚 園 を 運 営 す る 側 か ら 見 れ、 先 生 方 は

想 像 以 上 の 仕 事 量 を こ な し て い る 事 を 知 れ ま し た。 日 常 の 準 備 に

加 え て イ ベ ン ト 準 備 等、 常 に 準 備 す る 事 が 舞 い 込 み、 忙 し く な い

時 期 は な い の で は、 と 思 う 程 で す。 た だ、 忙 し い 中 で も 子 ど も 達

の 笑 顔 が 見 ら れ れ ば、 先 生 た ち も 癒 さ れ て い る 様 で し た。「 自 分

の 頑 張 り が 子 ど も の 笑 顔 に 繋 が る」 の は、素 敵 だ な と 思 い ま し た。

　 イ ン タ ー ン 生 と し て 様 々 な こ と に 関 わ れ て、 貴 重 な 経 験 と な り

ま し た。 幼 児 教 育 や 二 言 語 教 育 に 関 心 が あ っ た の で、 実 際 に ハ ー

モ ニ ー イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル と い う 教 育 の 現 場 で イ ン タ ー ン が で き

て う れ し く 思 っ て い ま す。 ま た、 ウ ィ ン タ ー ス ク ー ル で は ア シ ス

タ ン ト と し て 子 ど も た ち と 関 わ る こ と が で き て、 お 仕 事 に 対 し て

抽 象 的 に 抱 い て い た イ メ ー ジ が 具 体 的 に な り ま し た。 こ の 経 験 を

活 か し て、 ま た 次 の 行 動 に 移 し て い き た い と 思 い ま す。 イ ン タ ー

ン 生 と し て 受 け 入 れ て い た だ き 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た。

　 将 来 先 生 と い う 立 場 に な っ た 時 に、 先 に 挙 げ た 気 づ い た 点 は 活

か せ る の で は な い か と 考 え て い ま す。 一 点 目 は、 子 ど も が で き る

こ と に 関 し て は や ら せ て あ げ る と、 一 歩 引 い た 立 場 で 子 ど も た ち

を 見 る こ と が で き る と 思 い ま す。 二 点 目 は 家 族 も 含 め た コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン も 大 事 に し て い こ う と 考 え ら れ る 様 に な り ま す。 三 点

目 は、 英 語 で 保 育 す る 時 に は、 自 分 が な る べ く 間 違 い の な い 英 語

を 話 す こ と が 大 切 だ と 実 感 し ま し た。 将 来 そ う し た 状 況 に あ っ た

ら、 絶 対 に 英 語 の 勉 強 を 怠 ら ず に 続 け て い こ う と 思 い ま す。

　 千 尋 さ ま、短 い 間 で し た が、も う HI フ ァ ミ リ ー で す。 寂 し く な り ま す が、こ れ か ら 新 し い 旅 先 で 持 っ て い る ス キ ル と ア イ デ ィ

ア で 沢 山 の 方 を サ ポ ー ト し て い く と 思 い ま す。 一 緒 に と て も 深 い 時 間 を 過 ご せ ま し た。 何 時 で も 声 を か け て 下 さ い。

　Good luck and thank you so much, we will miss you loads!

　 三 点 あ り ま す。 子 ど も が 一 人 で で き る 事 は 予 想 以 上 に 多 い と い

う 事 で す。 何 事 も 本 人 に 選 ん で も ら う 方 針 を と っ て お り、 子 ど も

た ち は 自 発 的、 積 極 的 に 自 分 で 考 え 行 動 す る 印 象 が 強 か っ た で

す。 二 点 目 は 親 御 さ ん と 話 す 機 会 が 予 想 以 上 に 多 か っ た 事 で す。

親 御 さ ん も 含 め て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る の が 大 事 と い う 事 に

気 づ き ま し た。 最 後 は、 英 語 で 保 育 す る の は 難 し い と い う 事 で

す。 日 常 の 中 で と っ さ の 一 言 が 出 て こ な か っ た り、 間 違 っ た 表 現

を 使 っ て は い け な い と い う プ レ ッ シ ャ ー を 感 じ た り し ま し た。

Q1.

Q3.

Q5.Q4.

Q2.

Q1: イ ン タ ー ン の 期 間 中 、 ど の よ う な 活 動 を 行 い ま し た か ？ Q2： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 気 づ い た こ と や 学 ん だ こ と は 何 で す か ？ Q3： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 自

分 の 中 で ど の よ う な 変 化 が あ り ま し た か ？ Q4: イ ン タ ー ン の 活 動 で 得 た こ と を 、 こ の 先 ど の よ う に 活 か し た い で す か ？ Q5： 受 入 団 体 へ の メ ッ セ ー ジ を お 願 い し ま す 。

受入担当者からのメッセージ

特定非営利活動法人　ハーモニーインターナショナル
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「街 の 映 画 館」 と い う 姿 を 追 い も と め、 後 世 に 優 れ

た文化の街を残していくため、 下記事業を行う。

①上映会イベントの定期的な企画、 運営

②芸術文化振興を目的とした事業

③その他、 本会の目的を達成するために必要な活動

主な活動エリア：藤沢市

T E L：080-6546-9432

FAX：無し

URL：http://cinekoya.com/

受入担当者名：竹中　翔子

活動内容 団体情報

インターン生　三上　尚美さん ( 大学 1 年生）

　 私 は 毎 第 1・3 週 の 金 土、1 日 3 回 の 上 映 の 事 前 準 備 か ら 当 日

の 運 営、夜 の 片 づ け ま で を、ス タ ッ フ の 方 と 協 力 し て 行 い ま し た。

ま た、 配 給 会 社 と メ ー ル で や り 取 り を し、 上 映 の 見 積 も り を 取 る

作 業 や、twitter な ど の SNS を 通 し て、 上 映 の 宣 伝 を 行 い ま し た。

　 新 し い ス タ ッ フ の 方 の た め の 上 映 マ ニ ュ ア ル、 調 理 マ ニ ュ ア

ル、 会 場 図 を 作 成 し た り、 お 客 様 か ら の 映 画 の リ ク エ ス ト を ま と

め る パ ソ コ ン 作 業 も 行 い ま し た。

　 数 十 社 の 配 給 会 社 に 連 絡 を 取 っ て み た の で す が、 返 事 を も ら え

な い こ と も 多 く あ り、 代 表 ・ 竹 中 さ ん の 話 か ら も、 大 手 配 給 会 社

は、 大 き な 利 益 を 見 込 め な い ミ ニ シ ア タ ー を 相 手 に し て く れ な い

と こ ろ も 多 い、 と い う 悲 し い 現 実 を 知 り ま し た。 で も、 シ ネ コ ン

で や る 作 品 と、 ミ ニ シ ア タ ー で み た い 作 品 は、 映 画 フ ァ ン に と っ

て は 違 う も の で す。 私 は、 こ れ ま で 興 味 の な か っ た 映 画 上 映 に 至

る ま で の 仕 組 み を 研 究 し た い と 考 え ま し た。 こ れ が 今 回 の イ ン

タ ー ン に お け る 最 大 の 変 化 で す。

　 長 い 間、 大 変 お 世 話 に な り ま し た。 毎 回、 手 作 り の 美 味 し い ま

か な い 飯 を 用 意 し て 下 さ っ た こ と、あ た た か く て、と て も 嬉 し か っ

た で す。 最 初 は 教 え て 頂 く こ と ば か り で し た が、 後 半 は 慣 れ て き

て、 少 し は お 役 に 立 て た か な、 と 思 い ま す。 今 後 も よ ろ し く お 願

い し ま す。

　 次 は、 配 給 会 社 で イ ン タ ー ン を し た い と 思 い ま す。 そ し て、 今

回 の イ ン タ ー ン の 結 果 と 合 わ せ て、 最 終 的 に は 日 本 の 配 給 会 社 と

ミ ニ シ ア タ ー の 間 の 関 係 づ く り に 貢 献 で き た ら と 思 い ま す。 私 は

映 画 が 大 好 き な の で、 こ の 取 り 組 み で 映 画 界 が 盛 り 上 が る こ と を

期 待 し ま す。 ま た、シ ネ コ ヤ の ス タ ッ フ と し て も 活 躍 し た い で す。

　 本 当 に よ く 気 が つ き、 よ く 働 き、 熱 心 に 関 わ っ て い た だ い た と 思 い ま す。 イ ン タ ー ン 終 了 後 も 引 き 続 き 関 わ っ て も ら っ て い ま

す。 シ ネ コ ヤ で の 経 験 が、 彼 女 の 将 来 に な に か し ら 繋 が る と い い な と 思 い ま す。 今 で は 主 力 メ ン バ ー と し て、 と て も 頼 り に し て

い ま す。 こ れ か ら も、 お 互 い に 色 々 と 学 び 合 っ て い き た い で す。

　 今 ま で、 映 画 館 の 仕 組 み を 全 く 知 ら な か っ た の で、 上 映 は 難 し

い こ と だ と 思 っ て い ま し た が、 意 外 と 簡 単 な 作 業 が 多 く、 学 生 を

や り な が ら で も 両 立 で き る こ と に 気 付 け た の は、私 の 研 究 （映 画、

街 づ く り） に も 生 か せ る と 思 い ま す。

　 ま た、 シ ネ コ ヤ の 珍 し い、 く つ ろ ぎ な が ら 映 画 を 見 ら れ る 空 間

を 訪 れ て、 気 に 入 っ た、 と 言 っ て く だ さ る 方 が 多 い の に、 リ ピ ー

タ ー が 少 な い 現 状 に 気 付 き、 映 画 を み る 環 境 に 求 め ら れ る も の に

つ い て、 考 察 し て い き た い と 考 え ま し た。

Q1.

Q3.

Q5.Q4.

Q2.

Q1: イ ン タ ー ン の 期 間 中 、 ど の よ う な 活 動 を 行 い ま し た か ？ Q2： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 気 づ い た こ と や 学 ん だ こ と は 何 で す か ？ Q3： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 自

分 の 中 で ど の よ う な 変 化 が あ り ま し た か ？ Q4: イ ン タ ー ン の 活 動 で 得 た こ と を 、 こ の 先 ど の よ う に 活 か し た い で す か ？ Q5： 受 入 団 体 へ の メ ッ セ ー ジ を お 願 い し ま す 。

受入担当者からのメッセージ

シネコヤ

○ 定 期 イ ベ ン ト の 会 場 設 営 を 覚 え た。 映 画 を み る た め の 空 間 作 り に つ い て 考 え る 機 会 に な り よ か っ た。 　（イ ン タ ー ン 生 　 三 上 　 尚 美）

● 早 い 段 階 で 団 体 ス タ ッ フ の 一 員 と し て 自 ら 動 い て く れ ま し た。 デ ー タ 作 成 能 力 が 高 く お ど ろ か さ れ ま し た。 今 ま で 手 が つ か な か っ た

　 こ と に と り か か れ て、 助 か り ま し た。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（受 入 担 当 　 竹 中 　 翔 子）

ある日の活動記録より
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活動報告

辻堂海水浴場の監視活動や子どもたちへの海に関す

る教育を通して、 海辺の事故防止に努める。

主な活動エリア：藤沢市

T E L：090-8032-4285

FAX：無し

URL：http://www.tsujido-lc.jp/

受入担当者名：原田　剛

活動内容 団体情報

インターン生　水澤　慶司さん ( 専門学校 1 年生）

　 主 に 夏 の 海 水 浴 期 間 を メ イ ン に、7 〜 8 月 に か け て 監 視 活 動 を

行 っ て い ま し た。 パ ト ロ ー ル を 初 め と し、 海 辺 の 清 掃 や、 市 民 の

人 た ち と の 交 流 や 声 か け な ど、 人 々 に 少 し で も 楽 し く 思 い 出 に

な っ て 帰 っ て い た だ け る よ う に サ ポ ー ト を し て い ま し た。 私 は

ず っ と 陸 上 競 技 を し て き た 人 間 な の で、 泳 げ た と し て も、 ラ イ フ

セ ー ビ ン グ の 知 識 や 技 術 な ど こ れ っ ぽ っ ち も あ り ま せ ん で し た。

し か し、 こ の 2 ヶ 月 間 で、 た く さ ん の 人 に 出 会 い、 学 び、 挑 戦 す

る こ と で、 得 ら れ る 経 験 や 知 識 が あ り ま し た。

　 や は り、 人 を 助 け る と い う こ と を メ イ ン に 活 動 す る 以 上、 自 分

が 人 一 倍 の 体 力 が 必 要 と な っ て き ま す。 必 死 に 練 習 を し た と こ

ろ で そ れ が 結 果 に 結 び つ か な い と 意 味 が あ り ま せ ん。 そ う い っ た

こ と を 踏 ま え て 私 が 一 番 学 ん だ こ と は、「 あ き ら め な い 心 」 で す

ね。 ラ イ フ セ ー ビ ン グ だ け で は な く、 日 常 に も す べ て つ な が っ て

く る こ と を 学 ぶ こ と が で き て、 今 ま で 以 上 に 有 意 義 で 目 標 意 識 の

高 い 生 活 を 送 れ て い ま す ね。

　 短 い 期 間 で し た が、 濃 厚 な 時 間 を 送 ら せ て い た だ い て あ り が と

う ご ざ い ま し た。 辻 堂 ラ イ フ セ ー ビ ン グ ク ラ ブ は 特 に、 学 生 が 限

り な く 少 な く、 社 会 人 が 多 い の で、 他 の ク ラ ブ と は 違 っ た こ と を

違 っ た 視 点 で た く さ ん 学 ぶ こ と が で き ま し た。 こ れ は ク ラ ブ の 特

徴 な の で 大 事 に し て い け れ ば な と 心 か ら 思 い ま す。 し か し、 若 年

層 が 薄 い の は、 こ れ か ら の 未 来 の 辻 堂 に 不 安 を 抱 く こ と も 考 え ら

れ ま す。 辻 堂 の 魅 力 を 広 い 範 囲 で 発 信 し て、 よ り 人 が 集 ま り、 そ

し て 共 に こ れ か ら も 辻 堂 を 盛 り 上 げ て い き た い で す ！

　 こ れ か ら、 私 は ま だ ま だ ラ イ フ セ ー ビ ン グ を 続 け て い き た い と

思 っ て い ま す。 も ち ろ ん こ れ か ら 後 輩 が た く さ ん 入 っ て く る こ と

も 考 え ら れ ま す。 な の で、 自 分 を 高 め 続 け る と と も に、 後 輩 た ち

に 伝 え ら れ る も の を し っ か り と 準 備 し て お こ う と 思 っ て い ま す。

　 辻 堂 ラ イ フ セ ー ビ ン グ ク ラ ブ で 活 動 し て い る 時 も 大 き く 成 長 を し て く れ た と 実 感 し て い ま し た が、 他 の 団 体 の イ ン タ ー ン 生 と

一 緒 に 活 動 す る 中 で、よ り 多 く 学 び、成 長 し て い る の を 見 て、と て も 嬉 し く 思 っ て い ま す。 こ の イ ン タ ー ン を 通 し て 学 ん だ 事 が こ

れ か ら の 人 生 に 少 し で も 役 立 つ 事 が あ る と い い な、と 一 担 当 者 と し て 願 っ て お り ま す。 こ れ か ら の 益 々 の 活 躍 を 期 待 し て い ま す。

　1 に も 少 し 書 い て し ま い、 申 し 訳 な い の で す が、 元 々 「ラ イ フ

セ ー ビ ン グ っ て な に ？」 と い う と こ ろ か ら 始 ま っ た の で、 ど ん な

経 験 も 新 鮮 で 大 小 問 わ ず な に も か も が 身 に な っ て 学 ん だ こ と で し

た。 中 で も、 私 は ボ ー ド の 楽 し さ や 爽 快 感 を 1 番 に 学 ぶ こ と が で

き た と 思 い ま す。 今 で も、 海 に 行 っ て は 練 習 を し、 日 々 鍛 錬 を

心 が け て い ま す。

Q1.

Q3.

Q5.

Q4.

Q2.

Q1: イ ン タ ー ン の 期 間 中 、 ど の よ う な 活 動 を 行 い ま し た か ？ Q2： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 気 づ い た こ と や 学 ん だ こ と は 何 で す か ？ Q3： イ ン タ ー ン の 活 動 を 通 じ 、 自

分 の 中 で ど の よ う な 変 化 が あ り ま し た か ？ Q4: イ ン タ ー ン の 活 動 で 得 た こ と を 、 こ の 先 ど の よ う に 活 か し た い で す か ？ Q5： 受 入 団 体 へ の メ ッ セ ー ジ を お 願 い し ま す 。

受入担当者からのメッセージ

辻堂ライフセービングクラブ

○ 朝 の チ ェ ッ ク が ス ム ー ズ に こ な せ る よ う に な っ た。 少 し ず つ

　 仕 事 を オ ボ エ テ き た の で、 ま だ ま だ 頑 張 り た い。

○ 改 め て 先 輩 方 が す ご い と 思 っ た。（イ ン タ ー ン 生 　 水 澤 　 慶 司）

● お 客 さ ん が 減 っ た 時 期 で も 手 を 抜 く こ と な く、 新 し い フ ァ ー ス

　 ト エ イ ド の や り 方 を 学 ん だ り、 放 送 を 工 夫 し て く れ て い る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    （受 入 担 当 　 原 田 　 剛）

ある日の活動記録より
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コラボ企画

　インターンの活動を通じて育まれた学生間の横のつながりから 2 つの企画が生まれました。 これらの企画誕生の

背景には、 受身でインターンの活動に取り組むのではなく、 自主的に活動し経験と知識を蓄えていった学びの姿勢

があるからこそだと思います。 それぞれの企画の内容や学生の想いは下記にてご確認ください。

内容：仙台から講師の方をお招きし、 楽しく編み物をしながら

　　　震災当時の状況や復興への取り組みを学ぶワークショップ

　　　と同時に、 東北物産市、 展示コーナーも設けました。

内容：インターン生の鳥海・門倉の友人を誘い、 福島県南相馬市

　　　を訪問しました。 市内の視察を行ったり、 住民の方に語り

　　　部をしていただきました。

　インターンの一環として行った宮城で復興に向け様々

な課題に向き合い活動を続けている方々との出会いがあ

りました。 そのような活動を被災地から遠く離れた湘南

でも発信したい。 震災から３年半以上の月日が流れ、 風

化が進む中、 復興や防災について考える場、 話し合える

場を作りたい。 やるなら楽しいイベントにしたい！茅ヶ

崎ラスカ内のスペースを会場にしていろんな人に寄って

もらおう！そんな思いから生まれたイベントです！

　10 月 の イ ン タ ー ン 定 例 会 で、 何 人 か の 学 生 が 東 北 の

被 災 地 へ 行 っ た 経 験 が あ る、 と い う こ と が わ か り ま し

た。 そのことをきっかけに 「インターン生で東北に行き

たい」 という話になり、 複数人で企画しました。 約 3 ヶ

月、 ミーティングを重ね、 場所や内容を決めていきまし

た。 インターン生だけでなく、 周囲の友人も誘い実施す

ることになり、 計 5 人の学生が集まり行いました。

日時：2015 年 1 月 9 日 （金）11 時〜 17 時

企画・運営：鳥海　花菜・中村　麻梨奈 ( 藤沢市市民活動推進連絡会）

運営・会場提供：杉本　美晴 （NPO サポートちがさき）

チラシ作成：泉　美菜子 （湘南遊映坐）

日時：2015 年 2 月 9 日 （月） 〜 10 日 （火）

企画・運営：鳥海　花菜 （藤沢市市民活動推進連絡会）

　　　　　　門倉　啓介 （湘南遊映坐） 他 3 名

　自分たちで一からの企画・運営を行ったイベントでし

た。 段取り八分という言葉の通り、 当日までの準備に悪

戦苦闘しました。 しかしその中で多くの気づきや学びが

あり、 良い経験になったと感じています。 当日は多くの

お客様に足を運んでいただき、 震災について語りながら

楽しく編み物、 お買い物をされている方々を見て、 湘南

と被災地を繋げることが出来たという満足感を得られま

した。 この企画を実施できて本当によかったです。

　それぞれのインターンの活動を活かし、 発展させ生ま

れたこの企画。 １日という短い時間でしたが自分の目で

見て、 自分の耳で現地の方から話を聞くことで、 多くの

学 び を 得 る こ と が 出 来、 参 加 メ ン バ ー 全 員 が 行 っ て 良

かったと心から感じられるフィールドワークとなりまし

た。 ワカモノである自分達の復興に対する姿勢を改めて

考える良い経験になったと思います。

福島フィールドワーク

東北物産市＆編んだもんだらワークショップ

企画成立の経緯

企画成立の経緯

感想

感想
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活動訪問

　 受 入 団 体 に は 活 動 開 始 時 よ り、 事 務 局 の 活 動 現 場 訪 問 に つ い て の ス ケ ジ ュ ー ル 調 整 を お 願 い し て お り ま し た。 日 々 の 忙 し い

活 動 の 様 子 を は じ め と し、 各 団 体 の イ ベ ン ト や そ の 準 備 な ど 多 種 多 様 な 「現 場 の 顔」 を お じ ゃ ま に な ら ぬ よ う、 半 年 間 か け て

各 地 で 見 て ま い り ま し た。 定 例 会 で の 学 生 の 一 面 と、訪 問 時 に は す っ か り 団 体 の 一 員 と な っ た 様 子 を 頼 も し く 感 じ る と 同 時 に、

成 長 を 見 守 っ て い た だ い た 受 入 担 当 者 の 方 々 に 感 謝 で す。

　 各 現 場 で イ ン タ ー ン 生 が 準 備、 進 行、 裏 方 と 活 き 活 き と 動 き 回 る 様 子 は 次 ペ ー ジ に て ご 確 認 く だ さ い。

団体名 インターン生氏名 訪問日 内容

認定特定非営利活動法人
地球市民 ACT かながわ /TPAK

大場　将希
村上　紘寿美

2014 年 10 月 25 日 ( 土 ) 地域中学校へのブース出展

認定特定非営利活動法人
藤沢市市民活動推進連絡会

鳥海　花菜
中村　麻梨奈

2014 年 8 月 23 日 ( 土 )
2014 年 9 月 28 日 ( 日 )
2015 年 1 月 9 日 ( 金 )

辻堂ファイト祭り出店
藤沢市民まつり出店
東北復興応援コラボ企画

NPO 法人
湘南遊映坐

門倉　啓介
泉　美菜子

2014 年 11 月 30 日 ( 日 )　
2014 年 12 月 6 日 ( 土 )

きたかまくら遊映坐当日　
えのしま遊映坐当日　

特定非営利活動法人
湘南 DV サポートセンター

松井　彩
森迫　恒平

2014 年 10 月 19 日 ( 日 )
2014 年 12 月 13 日 ( 土 )

定例打ち合わせ
いじめ防止スクールバディサミット

特定非営利活動法人
横須賀創造空間

高橋　明日香
松葉　健太朗

2014 年 9 月 22 日 ( 月 ) 今後に向けての打ち合わせ

チャリティーサンタ湘南支部
秋友　亮輔
本間　和樹

2014 年 12 月 14 日 ( 日 )　 クリスマスに向けての打ち合わせ

藤沢市民まつり実行委員会
小山　優子
須貝　里美

2014 年 9 月 27 日 ( 土 )
2014 年 9 月 28 日 ( 日 )

藤沢市民まつり当日　

特定非営利活動法人
市民農園を拡げる会

福田　友裕
2014 年 10 月 1 日 ( 水 )
2014 年 11 月 1 日 ( 土 )

福祉農園収穫イベント
HP 作成打ち合わせ

特定非営利活動法人
ＮＰＯサポートちがさき

杉本　美晴
2014 年 11 月 6 日 ( 木）
2015 年 1 月 9 日 ( 金 )

茅ヶ崎市地域・学校・企業連携事業
東北復興応援コラボ企画

特定非営利活動法人
ハーモニーインターナショナル
( 年度途中団体名変更

     旧名 Gateway International Center）

中間　千尋 2014 年 12 月 22 日 ( 月 ) イベント準備

シネコヤ 三上　尚美 2014 年 11 月 24 日 ( 月 ) 隠れ家シネマ当日設営運営

辻堂ライフセービングクラブ 水澤　慶司
2014 年 8 月 31 日 ( 日 )
2014 年 12 月 14 日（日）

辻堂海岸監視活動
次年度に向けた打ち合わせ

NPO 法人　辻堂の民
（年度途中で活動辞退）

途中辞退 2014 年 8 月 23 日 ( 土 ) 辻堂ファイト祭り当日　
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活動訪問の様子

左→右の順に、

地球市民 ACT かながわ /TPAK、

藤沢市市民活動推進連絡会、 湘南遊映坐、 湘南 DV サポートセンター、

横須賀創造空間、 チャリティーサンタ湘南支部、 藤沢市民まつり実行委員会、

市民農園を拡げる会、NPO サポートちがさき、 ハーモニーインターナショナル、

シネコヤ、 辻堂ライフセービングクラブ、 辻堂の民
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成果発表会

当日資料 ( 泉　美菜子さんデザイン）

　1 月 24 日 の 第 3 回 イ ン タ ー ン 定 例 会 よ り、 イ ン タ ー ン 生

が主体となって企画を始めました。 最初の話し合いでは 2 人

の イ ン タ ー ン 生 を 中 心 に 「ど ん な 感 じ の 発 表 会 に な る か な」

「な に が 必 要 な ん だ ろ う」 と 発 表 会 の 全 体 に つ い て 意 見 を 出

し合いました。 そのあとに、 写真や機材に詳しい人は記録係

を、 全体の管理はイベント運営経験のある人が、 などそれぞ

れ の 得 意 な こ と や で き る こ と を 考 え な が ら 役 割 を 決 め ま し

た。 そのなかには、 団体での活動の経験を活かせたインター

ン生もいました。

　 発 表 会 1 週 間 前 の 2 月 15 日 に は 会 場 と な る ミ ナ パ ー ク へ

下見に行き、 当日の流れや動きのイメージをより具体的にし

ていきました。 インターン生は発表の準備と並行しての企画

にと、 初めは戸惑っている様子でしたが、 準備を進める過程

で少しずつ自分たちの発表会という意識を持ち、 主体的に取

り組む姿がみられました。

　19 名 の イ ン タ ー ン 生 た ち は 7 ヶ 月 の 間、 親 で も 学 校 の 先

生でもない、 地域の大人たちとともに社会課題の解決に取り

組 ん で き ま し た。 団 体 で の 活 動 や 定 例 会 を 通 じ て 感 じ た こ

と、 気づいたこと、 見えてきたこと、 今後どう活かしていく

か、 な ど 長 期 の イ ン タ ー ン な ら で は の 成 果 を 「団 体 の 紹 介」

というテーマで発表する目的で開催しました。

　インターン生と受入団体が一堂に会する、 互いにとって集

大成の発表会です。

日時 :2015 年 2 月 21 日 ( 土 )

　　発表会：13 時 30 分〜 16 時

　　交流会：16 時 15 分〜 17 時 45 分

会場：藤沢商工会館ミナパーク 6 階　 多目的ホール 3

参加者：63 名

　（インターン生、 受入団体、 学校関係者、 一般）

概要

成果発表会とは？

企画・運営
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　 開 会 時 刻 の 13 時 30 分、 司 会 の イ ン タ ー ン 生 2 人 の 挨 拶 よ

り発表会が始まりました。来賓紹介、趣旨説明の後にインター

ン生たちによる 「団体の紹介」 が始まりました。 いつものイ

ンターン定例会とは違う雰囲気にインターン生たちはやや緊

張ぎみの様子でした。

　 イ ベ ン ト に 準 備 か ら 関 わ っ て 大 変 さ と や り が い を 感 じ た、

多年代の人々の想いに触れられた、 地元なのに知らないこと

がたくさんあった、 など活動を通しての気づきとともに 「私

の団体はここがすごい！」 と写真や動画を用いたスライドと

ともに、 それぞれが自分の団体を自分の視点で、 自分の言葉

で 紹 介 を し ま し た。 発 表 後 に 受 入 団 体 の 方 に 感 想 を も ら う

と、 インターン生たちは照れながらも嬉しそうな表情をして

いました。

　また、 全員の発表後に 「福島フィールドワーク」 と題した

コラボレーション企画の発表がありました。 それぞれ別の団

体 で 活 動 す る イ ン タ ー ン 生 た ち の 間 で う ま れ た こ の 企 画 に

は、 長期間の活動で得た横のつながりがみられました。

　来賓の方々、 本プログラムアドバイザーの古田氏からの講

評 に 「団 体 の 一 員」 と い う 言 葉 が あ り ま し た。 イ ン タ ー ン 生

一人ひとりが胸を張って発表する姿に、 団体の一員へと成長

したことが来場者全員に伝わる内容の発表となりました。

　19 名 の イ ン タ ー ン 生 ( 当 日 は 17 名 ) た ち の 7 ヶ 月 間 の 成

果を発表した集大成の、 またこれからに向けたはじまりの発

表会となりました。

　発表会のあと、 軽食を囲みながら来場者同士の交流会を開

催しました。 緊張が解けたインターン生たちはインターン定

例会でみせるいつもの表情に戻り、 交流会を楽しんでいまし

た。 インターン生と団体がともに活動する最後の日というこ

ともあり、 名残惜しそうに話をする姿もみられました。 これ

までの活動のこと、 これからのこと、 と話題は尽きないよう

でした。

　 そ こ に い た 全 員 が 互 い に 労 を ね ぎ ら い、2014 年 7 月 か ら

のインターンシップの締め括りとなりました。

発表会

交流会
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プログラム評価

　満足度が非常に高い結果となりました。「今まで関心を持たなかった分野に関心をもつようになりました。」 との

意 見 も あ り、 一 市 民 活 動 団 体 の 活 動 を 通 し て、 地 域 性 や 市 民 活 動 に 目 を 向 け る 様 に な っ た 様 子 が 見 受 け ら れ ま す。

特筆すべきは 「考え方が変わり、 視野は広がったか」 という問いです。 普段出会わない、 まちや社会を良くする大

人たちに出会う機会となり、 自分自身で出来る事への気づきに繋がっています。

　また、 インターン生同士の横のつながりや、 他の受入団体との関わりができたことへの評価が高いです。 社会性

を身に付けながら、 地域の市民活動団体に触れたという観点からも良い評価となりました。

目的：プログラムへの評価及び、 インターン生自身や地域・市民活動に対する考え方がいかに変化したかを知る。

回収率：94.7％

全体数 (N) ＝ 19

アンケート結果（インターン生）

所感

Q1. ワカモノ× NPO のインターンシッププログラムは満足出来ましたか？

とても満足 ← − → あまり満足
していない

点

数
5 点 4 点 3 点 2 点 1 点

件

数
11 件 5 件 1 件 0 件 0 件

・定例会の司会を学生にやってもらっても面白くなるのかな、と思いました。

・既定の活動時間を達成するのに、なかなか大変であった。

・インターン先のつながりだけではなく、他団体との横のつながりもできた点に

　満足です。

コメント抜粋

Q2. インターンの活動は楽しかったですか？

とても楽し
かった ← − → あまり楽し

くなかった
点

数
5 点 4 点 3 点 2 点 1 点

件

数
14 件 2 件 1 件 0 件 0 件

・非常に楽しかったですが、それと同じくらい苦戦した時がありました！

・仲間もでき、楽しかったです。

・たくさんの方が笑顔で迎え入れてくれたため、とても楽しかった。

・今までにない経験で、知らない世界が少しだけ知れて日々充実していた。

コメント抜粋

Q3.NPO へのインターン活動を通じて、考え方が変わり、視野は広がりましたか？

とても思う ← − → あまり思わ
ない

点

数
5 点 4 点 3 点 2 点 1 点

件

数
10 件 6 件 0 件 0 件 0 件

・今まで関心を持たなかった分野に関心をもつようになりました。これから、街

　づくりや震災復興支援に少しでも関わっていきたいと思います。

・自分にはまだまだ可能性があり、それをつぶしてはならないと思った。

・普段触れ合わない地元の地域と触れ合える事で、地域に対する意識が変わった。

コメント抜粋

Q4. 今後もボランティア活動、市民活動などに積極的に参加したいと思いますか？

とても思う ← − → あまり思わ
ない

点

数
5 点 4 点 3 点 2 点 1 点

件

数
10 件 4 件 1 件 1 件 0 件

・興味のある分野なら、参加したいと思う。

・就職してしまいますが、なにかあれば参加してみたいと思います。

・自分も人のために、これからも積極的に参加したいと思います。

・市民活動にとても興味がわいた。社会人になってもどうにか携わっていきたい。

コメント抜粋

( 平均：4.44 点 )

( 平均：4.63 点 )

( 平均：4.76 点 )

( 平均：4.59 点 )
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　満足度が高い結果となりました。 プログラム自体のニーズは高 く 、資金面でのサポートがある点、 中間支援組織

（※ P.4 参 照） がインターンの事務局となり学生と団体をマッチングする点などが挙げられています。

　印象的だったのは、 インターン生にとっても受入団体にとっても刺激となり、「共に学び、 成長する貴重な体験」

とのコメントです。 また、 インターン生の受け入れに際して受け入れ側の態勢を整える必要がある点、 ボランティ

ア・コーディネーターの役割の重要性に気付いた、 再認識したとのコメントも多く見受けられました。 本プログラ

ムの目的の一つとしている 「組織基盤の強化」 の観点から見て、 良い手応えを感じる結果となりました。

目的：プログラムへの評価を知る。 また、 プログラムのニーズ及び、 インターン受け入れに対する考えを確認する

回収率：100.0％

全体数 (N) ＝ 12

アンケート結果 ( 受入団体）　

所感

Q1. ワカモノ× NPO のインターンシッププログラムはいかがでしたか？

とても満足 ← − → あまり満足
していない

点

数
5 点 4 点 3 点 2 点 1 点

件

数
6 件 5 件 1 件 0 件 0 件

・運営面（資金面）で支えてくれるプログラムがこれまでなかったため、本プロ

　グラムの先進性と必要性を痛感すると共に心より感謝申し上げます。

・インターン生、受け入れ団体双方にメリットがある。

・社会的なルール、協調性を学ぶ、社会体験の場、気づきの場となる。

コメント抜粋

Q2.NPO へのインターンシッププログラムは必要だと思いますか？

とても思う ← − → あまり思わ
ない

点

数
5 点 4 点 3 点 2 点 1 点

件

数
10 件 2 件 0 件 0 件 0 件

・地元に目を向けて地域課題や社会的課題について考えるきっかけになる。未知

　の世界を知ることが出来る。自分自身を成長させる場となれる。

・まだまだ NPO・NGO への理解度が低い中で、信頼ある組織から信頼ある NPO・

　NGO を紹介してもらう仕組み（プログラム）が必要であると思います。

コメント抜粋

Q3. インターン生との活動を通して、団体への変化はありましたか？

とても思う ← − → あまり思わ
ない

点

数
5 点 4 点 3 点 2 点 1 点

件

数
4 件 5 件 3 件 0 件 0 件

・大学生の視点で見たことを聞けて新鮮でした。ブレストにも参加してもらい、

　20 代ならではのアイディアが聞けました。

・コーディネーターという役割の大切さを認識できた。

・団体の弱みや課題について、しっかりと目を向けるきっかけとなりました。

コメント抜粋

( 平均：4.67 点 )

( 平均：4.83 点 )

( 平均：4.42 点 )

Q4. 今後もインターン生を受け入れたいと思いますか？

とても思う ← − → あまり思わ
ない

点

数
5 点 4 点 3 点 2 点 1 点

件

数
8 件 4 件 0 件 0 件 0 件

・団体にいい刺激にもなるし、団体にもお金が入るというのが魅力的なので。

・できれば受け入れたい。受け入れ体制の目処が立てばぜひ再度参加したい。

・共に学び、成長する貴重な体験を得ることが出来る。そのためにはまず受入れ

　態勢をしっかり整えることが必要と思う。

コメント抜粋

( 平均：4.08 点 )
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INTERNSHIP PROGRAM

所感・資料

活動報告書に寄せて

編集後記

巻末資料



活動報告書に寄せて

公益財団法人　トヨタ財団

国内助成グループ　プログラムオフィサー

喜田　亮子

　トヨタ財団では、 これまでの事業を通じ、 将来、 地

域 で 民 間 の 公 益 活 動 を 担 う 人 材 の す そ 野 を 広 げ て い

く こ と が 重 要 と 考 え、2014 年 度 か ら 地 域 の 中 間 支 援

組 織 が 実 施 す る NPO イ ン タ ー ン シ ッ プ へ の 助 成 を ス

タートいたしました。

　中間報告会・成果発表会でインターン生の発表を伺

い、 助成をさせていただいた立場として感じたことを

下記に記させていただきます。

1. ミッションの明確化

　成果発表会のプレゼンでは、 インターン生が各団体

の一員として団体紹介をしていただきました。 活動内

容のみならずミッションも伝わる内容となっていたこ

とが印象的でした。 インターン生がミッションを自分

のものとして語るまで受け入れ団体の方との対話の積

み重ねがあったと思われます。NPO インターンシップ

の成果の一つとして、 若い人からの新鮮な投げかけを

通じて改めて組織のミッションが明確になるという側

面もあったのではないでしょうか。 これから受け入れ

を考えられる団体にはそうしたことも視野に入れてい

ただけたらと期待します。

2． 横のつながり

　参加団体を越えてインターン生同士がとても仲良く

な っ て い た 様 子 を 感 じ ま し た。 暮 ら し を め ぐ る 課 題

は、 総合的なものでなかなか一つの団体、 一つの処方

箋で解決することはできません。 ここで生まれた横の

つながりを大事にし、 それぞれが社会に出て違う道を

歩んでも、 それぞれの立場で社会課題に取り組み、 必

要に応じて連携できる関係になればと期待します。 こ

の事業をきっかけに受け入れ団体同士のつながりも深

化すればさらなる成果となるのではと思います。

　私どもの助成事業は後 2 年間継続します。 より多く

の方に参加していただき、 その方々からさらに周りへ

と 発 信 さ れ 地 域 の NPO 活 動 へ の 共 感 と 参 加 が ま す ま

す促進されれば何よりです。
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編集後記

　本プログラムはトヨタ財団さまをはじめ、 様々な方のご協力の上に成り立っています。 学生

がなるべく早い時期に地域や市民活動に触れ、 市民活動団体は学生と協力しながら 「人の巻き

込み力」 向上を目指し、 そして学生と市民活動団体が共に刺激し合って成長する、 そしてその

仕組みが全国的に展開して行くことを目的としています。 この波が社会に浸透してゆけば、 と

思います。 改めまして、 本プログラムにご協力いただきました皆さまにお礼申し上げます。

　 ワ カ モ ノ 達 と お 会 い す る 度 に 感 じ る 変 化 （成 長 と 一 言 で は 言 い 表 せ な い 程 の 変 わ り 様 で し

た！） に喜んだり、 驚いたり。 現場訪問時 （活動拠点だったり、 イベント会場だったりしまし

た） や活動記録での一言の中で、 受入担当者の方をはじめとした団体のスタッフの方々とのや

りとりを目の当たりにし、 信頼関係で結ばれてきたからでしょうか。 約半年でこんなに変われ

る体験は滅多にないでしょうね。 色々改善しながら継続してほしい事業です。

　新たな出会いをきっかけに、 点と点がつながり線になっていく、 本プログラムにそんな印象

を持っていました。 インターン生たちの表情、 言葉、 仕草に日々成長を感じ、 その日々をとも

に過ごせたことは、 私のなによりの誇りです。 また、 様々な場面でかかわってくださったみな

さまに感謝しております。 いつか、 どこかで、 ワカモノたちがこの 7 ヶ月のことを思い出し地

域の大人へとなっていってくれたら、 そう願います。

■編集後記

永山　愛

仲村　美津子

今野　照美
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巻末資料

　説明会のお知らせから始まった資料作成ですが、 チラシ完成後は、 受入団体・インターン生それぞれの募集要項と、

エントリーシート、 活動開始後はそれぞれの活動記録票を作成して管理いたしました。 活動記録は定例会ごとに写し

を回収 （またはメール添付での提出） して、 団体記録との照合を行いました。 記録票は日報ともなるので、 成果発表

時や報告書作成にも役立つという説明をしました。 自由記入ですがみなさん思い思いに書いていただけました。

受入団体募集要項

受入団体エントリーシート

インターン募集チラシ
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活動記録票 ( インターン生用）

インターン生
エントリーシート

活動記録票 ( 受入団体用）

インターン生募集要項
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